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特
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ス
マ
ー
ト
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C
の
窓
格
遅
用

熱鱸
"袋
ぷい鳶州
蔚
選
ぶ
総
講
弱蝨
謎
廳
州
"瀉
淺開
廷
琺纖鬮榊

本
籍
導
入
に
向
け
て

道
路
局
有
料
道
路
課

三

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

設
置
ま
で
の
進
め
方

今
後
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

[S
A

･
P
A

接
続
型
]
の
設
置
を
要
望
す
る
地
域
で
は
、
地
方
公
共
団

体
が
主
体
と
な
っ
て
、
そ
の
設
置
に
つ
い
て
発
意
し
、
本

要
綱
に
基
づ
き
各
地
区
協
議
会

(地
方
自
治
体
、
地
方
整

備
局
、
高
速
道
路
会
社
等
に
よ
り
構
成
)
に
お
い
て
、
検

討
･
調
整

･
所
要
の
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
設

置
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
現
在
、
社
会
実
験
を
行
っ
て
い
る
箇
所
に
つ
い

て
は
、
条
件
の
整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
速
や
か
に
本
格
導

入
を
目
指
し
ま
す
。

一
背
景
･
目
的

我
が
国
の
高
速
道
路
に
お
け
る
平
均
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
間
隔
は
約
一
〇
如
と
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
約
二
倍
と
長

く
、
高
速
道
路
が
通
過
す
る
市
町
村
の
う
ち
、
約
三
割
の

市
町
村
に
お
い
て
は
イ
ン
タ
!
チ
ェ
ン
ジ
が
設
置
さ
れ
て

お
ら
ず
、
通
過
す
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
｢使
え
る
｣
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を

実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
最
適
配
置
と
ア
ク
セ
ス
強
化
が
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
一
六
年
度
よ
り
地
方
自
治
体

等
と
共
同
で
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

(E
T
C

専
用
I
C
)
の
社
会
実
験
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
、
そ
の
実
績
を
踏
ま
え
て

｢S
A
･
P
A
に
接
続

す
る
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
｣
の
本
格
導
入
を
行

う
た
め
の
要
件
、
検
討
体
制
、
事
業
区
分
、
手
続
き
な
ど

を
定
め
た

｢制
度
実
施
要
綱
｣
を
策
定
し
ま
し
た
。

ニ

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

設
置
に
よ
る
効
果

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、

一
般
の
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
に
比
べ
て
、
建
設
･
管
理
コ
ス
ト
の
縮
減
が
可

能
な
た
め
、
効
率
的
に
追
加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
整
備

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
整
備
に
よ
り
、
既
設
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
周
辺
道
路

の
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

ア
ク
セ
ス
時
間
の
改
善
、
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
一
般
道

路
の
区
間
の
代
替
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
地
域
活
性
化
施
策

の
支
援
等
の
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。



表 スマートインターチェンジ社会実験箇所
路線名 S A ･ P A名称 県名

東北自動車道 福島松川P A 福島

東北自動車道 長者原S A 宮城

東北自動車道 泉P A 宮城

山形自動車道 寒河江S A 山形

磐越自動車道 新鶴P A 福島

常磐自動車道 友部S A 茨城

関越自動車道 三芳P A 埼玉

東北自動車道 上河内S A 栃木

東北自動車道 那須高原S A 栃木

関越自動車道 駒寄P A 群馬

中央自動車道 双葉S A 山梨

上信越自動車道 佐久平P A 長野

上信越自動車道 小布施P A 長野

長野自動車道 城槍S A 長野

北陸自動車道 黒埼P A 新潟

関趣自動車道 大和P A 新潟

路線名 S A ･ P A名称 県名

上信越自動車道 新井P A 新潟

北陸自動車道 入善P A 富山

北陸自動車道 徳光P A 石川

北陸自動車道 大潟P A 新潟

日本海東北自動車道 豊栄S A 新潟

東名自動車道 富士川 S A 静岡

束名自動車道 遠州豊田P A 静岡

東名阪自動車道 亀山P A 三重

北陸自動車道 南条S A 福井
中国自動車道 大佐S A 岡山

中国自動車道 加計B S 広島

浜田自動車道 金城P A 島根

山陽自動車道 吉備S A 岡山

徳島自動車道 吉野川 S A 徳島

九州自動車道 須恵P A 福島

どぶ＼●
＼ぶたな さ,罐ゞ

三芳パーキングエリア (関越自動車道) 友部サービスエリア (常磐自動車道)

長者原サービスエリア (東北自動車道) 寒河江サービスエリア (山形自動車道)

須恵パーキングエリア (九州自動車道) 新鶴パーキングエリア (磐越自動車道)

写真 社会実験中のスマートインターチェンジ



四

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

設
置
後
の
展
開

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
[S
A

･
P
A
接
続
型
]

の
設
置
後
も
、
交
通
量
や
周
辺
地
域
の
土
地
利
用
状
況
の

変
化
等
も
踏
ま
え
、
当
該
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
放
時

間
の
見
直
し
や
通
行
方
向
の
拡
大
、
大
型
車
対
応
の
た
め

の
周
辺
道
路
の
改
良
な
ど
に
よ
り
機
能
拡
充
を
図
り
当
該

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
核
と
し
た
周
辺
地
域
の

更
な
る
活
性
化
等
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
1

背
景
･
目
的

我
が
国
の
高
速
自
動
車
国
道

(以
下

｢高
速
道
路
｣
と

い
う
。
)
に
お
け
る
平
均
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

(I
C
)

間
隔
は
約
一
〇
如
と
、
欧
米
諸
国
の
I
C
間
隔
の
約
四
~

五
皿
に
比
べ
約
二
倍
と
長
く
、
ま
た
、
高
速
道
路
が
通
過

す
る
市
町
村
の
う
ち
、
約
三
割
の
市
町
村
に
お
い
て
は
I

C
が
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
通
過
す
る
の
み
と
な
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
高
速
道
路
に
お
い
て
効
率
的
に
追
加
I
C

の
整
備
を
図
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
の
発
意
に
よ
る
ス

マ
ー
ト
I
C
の
制
度
を
導
入
し
、
高
速
道
路
の
利
便
性
の

向
上
、
地
域
生
活
の
充
実
、
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

整
備
に
当
た
っ
て
は
、
既
設
I
C
や
周
辺
道
路
の
安
全

か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
、
I
C
ア
ク
セ
ス
時
間
の
改
善
、

災
害
の
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
一
般
道
路
の
区
間
の
代

替
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
地
域
活
性
化
施
策
の
支
援
等
を
図

る
必
要
の
あ
る
区
間
に
つ
い
て
、
そ
の
整
備
効
果
を
勘
案

す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、こ
れ
ま
で
社
会
実
験
を
行
っ
た
成
果
を
踏
ま
え
、

今
回
導
入
す
る
ス
マ
ー
ト
I
C
は
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

(S

A
)
･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(P
A
)
接
続
型

(バ
ス
ス

ト
ッ
プ

(B
S
)
接
続
を
含
む
。)
と
す
る
。

第
2

定
義

①
ス
マ
ー
ト
I
C
と
は
、
地
方
公
共
団
体
が
主
体
と

な
っ
て
発
意
し
、
高
速
自
動
車
国
道
法

(昭
和
三
二

年
法
律
第
七
九
号
)
第
一
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
連
結
許
可
を
受
け
た
同
法
第
三

条
第
一

号
の
施
設
で
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
規
則

(昭
和
三
一
年
建
設
省
令
第
一
八
号
)
第
一
三
条
第

二
項
第
三
号
の
E
T
C
専
用
施
設
が
設
置
さ
れ
、
同

号
の
E
T
C
通
行
車
の
み
が
通
行
可
能
な
I
C
で
あ

る
。

②
ス
マ
ー
ト
I
C
は
、
I
C
本
体

(高
速
道
路
区
域

境
か
ら
接
続
す
る
道
路
ま
で
の
間
の
施
設
。)
及
び

料
金
徴
収
施
設
に
て
構
成
さ
れ
る
。

③
s
A
,
P
A
接
続
型
と
は
、
ス
マ
ー
ト
I
C
の
う

ち
、
高
速
道
路
側
の
接
続
箇
所
が
、
S
A
、
P
A
又

は
B
S
で
あ
る
も
の
を
い
う
。

第
3

ス
マ
ー
ト
-
C
の
要
件

①
当
該
I
C
に
お
い
て
高
速
道
路
と
連
結
す
る
施
設

は
、
高
速
自
動
車
国
道
法
第
一
一
条
第
一
号
に
定
め

ら
れ
る
施
設
で
あ
る
こ
と
o

②
当
該
I
C
の
設
置
に
よ
り
、
既
設
I
C
や
周
辺
道

路
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
の
確
保
、
I
C
ア
ク
セ



ス
時
間
の
改
善
、
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
一
般
道
路

の
区
間
の
代
替
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
等
地
域
活
性
化
施

策
の
支
援
な
ど
、十
分
な
社
会
的
な
便
益
が
得
ら
れ
、

か
つ
連
結
予
定
施
設
側
の
事
業
者
に
お
い
て
地
域
住

民
に
対
し
、
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。
(費
用
対
便
益

(B
/
C
)
は
一
･
0
以
上

で
あ
る
こ
と
を
含
む
)

③
高
速
道
路
株
式
会
社

(以
下

｢会
社
｣
と
い
う
。)

及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を

確
保
し
つ
つ
、
体
制
･
運
営
の
効
率
化
等
に
よ
る
コ

ス
ト
縮
減
や
利
用
者
増
に
努
め
る
こ
と
と
し
、
会
社

が
負
担
す
る
当
該
I
C
に
よ
る
管
理
･
運
営
費
用
の

増
加
分
は
、
原
則
と
し
て
、
当
該
I
C
の
設
置
に
よ

る
増
収
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

④
当
該
I
C
の
管
理
,
運
営
に
つ
い
て
は
、
地
区
協

議
会
に
お
い
て
調
整
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
4

地
区
協
議
会

①
ス
マ
ー
ト
I
C
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
設
置
を

予
定
し
て
い
る
I
C
毎
に
、
国
土
交
通
省
の
地
方
整

備
局
も
し
く
は
北
海
道
開
発
局
又
は
沖
縄
総
合
事
務

局
、
地
方
公
共
団
体
、
会
社
、
そ
の
他
の
関
係
機
関

に
よ
る
地
区
協
議
会
を
設
置
す
る
。

②
地
区
協
議
会
で
検
討
･
調
整
す
る
主
な
事
項
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

当
該
I
C
の
社
会
便
益

②

当
該
I
C
及
び
周
辺
道
路
の
安
全
性

③

当
該
I
C
の
採
算
性

④

当
該
I
C
の
整
備
方
法

⑤

当
該
I
C
の
管
理
･
運
営
方
法

(開
放
時
間
の

制
限
も
含
む
)

⑥

そ
の
他
当
該
I
C
の
設
置
･
管
理
･
運
営
す
る

上
で
必
要
な
事
項

③
地
区
協
議
会
に
参
加
し
た
機
関
は
、
当
該
I
C
の

円
滑
な
設
置
、
安
全
か
つ
円
滑
な
管
理
･
運
営
に
協

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
地
区
協
議
会
は
、
当
該
I
C
が
供
用
後
も
継
続
し

て
、
そ
の
安
全
性
･
採
算
性
･
管
理
･
運
営
形
態
等

に
つ
い
て
、
定
期
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

◎
国
土
交
通
省
の
地
方
整
備
局
も
し
く
は
北
海
道
開

発
局
又
は
沖
縄
総
合
事
務
局
は
、
地
区
協
議
会
に
お

け
る
検
討
･
調
整
が
進
む
よ
う
議
事
の
進
行
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
5

事
業
区
分

1

ー
C
本
体
の
事
業
区
分

①
I
C
本
体
は
、
原
則
と
し
て
接
続
す
る
道
路
の
道

路
管
理
者
が
整
備
す
る
。

②
国
土
交
通
省
、
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済

機
構

(以
下

｢機
構
｣
と
い
う
。
)
及
び
会
社
は
、

地
方
公
共
団
体
が
当
該
I
C
本
体
を
整
備
す
る
に
あ

た
り
、
可
能
な
限
り
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

2

料
金
徴
収
施
設
等
の
事
業
区
分

①
料
金
徴
収
施
設
の
設
置
は
バ
百
社
の
負
担
と
す
る
。

②
高
速
道
路
区
域
の
道
路
附
属
物
等
の
設
置
は
、
会

社
の
負
担
と
す
る
。

3

そ
の
他
の
事
業
区
分

①
I
C
本
体
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
は
、
当

該
道
路
管
理
者
の
負
担
と
す
る
。

②
測
量
及
び
試
験
費
は
、
各
々
の
事
業
区
分
に
応
じ

た
負
担
と
す
る
。

第
6

管
理
区
分

ー

管
理
区
分

①
I
C
本
体
は
、
第
5

1
①
に
よ
り
I
C
本
体
を

整
備
し
た
者
が
管
理
す
る
。

②
I
C
本
体
の
設
置
に
伴
い
増
加
す
る
道
路
区
域
の

維
持
管
理
は
、
各
々
の
道
路
管
理
者
が
自
ら
の
負
担

に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

③
料
金
徴
収
施
設
は
、
会
社
が
管
理
す
る
。

2

料
金
徴
収

料
金
徴
収
に
関
す
る
管
理
･
運
営
費
用
は
、
会
社
が
負

担
す
る
。



1

関
係
機
関
協
議

｢
ス
マ
ー
ト
I
C
実
施
計
画
書
｣
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

当
該
I
C
が
存
す
る
都
道
府
県
公
安
委
員
会
そ
の
他
地
区

協
議
会
が
必
要
と
認
め
る
者
と
事
前
に
協
議
す
る
も
の
と

2 す 協 当

　　　　
2

連
結
許
可
申
請

①
I
C
本
体
の
管
理
者
は
、
｢
ス
マ
ー
ト
I
C
実
施

計
画
書
｣
が
策
定
さ
れ
た
の
ち
、
｢連
結
許
可
申
請

書
｣
(高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
規
則

(昭
和
四
六

第
8

事
業
の
手
続
き

当
該
I
C
の
地
区
協
議
会
は
、
第
4
②
に
掲
げ
る
事
項

に
つ
い
て
、
検
討
･
調
整
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
第
3
の

各
要
件
を
満
た
し
た
I
C
に
つ
い
て

｢
ス
マ
ー
ト
I
C
実

施
計
画
書
｣
を
策
定

(以
下
、
そ
の
内
容
に
変
更
が
生
じ

た
場
合
も
含
む
。)
す
る
も
の
と
す
る
。

1 た 施 に

　　　　　　 　 　 　
　　 　 　 　　 　 　　

第
7

管
理
･
運
営
形
態

①
当
該
I
C
の
管
理
･
運
営
形
態
は
、
地
区
協
議
会

で
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

②
当
該
I
C
の
運
営
開
始
後
に
お
い
て
、
当
該
I
C

の
管
理

･
運
営
形
態
に
不
都
合
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
当
該
I
C
の
地
区
協
議
会
に
お
い
て
、
検
討
･

調 は の
整 、 管
す 当 理
る 彗労 .

　　　　　　　
①高速道路と連結する施設は高速自動車国道法競竹条第1号の施設であること。
②十分な社会的な便益が得られ、かつ連結予定施設側の事業者において地域住民に
対し、説明責任が果たされるものであること。(費用対便益(B′C )は乍0以上であることを含む)
⑧会社及び地方公共団体は、安全かつ円滑な交通を確保しつつ、体制･運営の効率化
等によるコスト縮減や利用者増に努めることとし、会社が負担する当該IC による管理 ･
運営費用の増加分は、原則として、当該IC の設置による増収の範囲内であること。
④管理･運営について地区協議会で調整されたものであること。

年
建
設
省
令
第
一
九
号
)
第
二
条
に
基
づ
く
必
要
書

類
)
を
提
出
し
、
高
速
自
動
車
国
道
法
第
一
一
条
の

二
第
一
項
の
国
土
交
通
大
臣
の
連
結
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地区協議会(地方整備局、地方自治体、会社、関係機関で構成)
0 地区協議会における検討･調整事項
①当該ICの社会便益
②当該IC及び周辺道路の安全性
③当該ICの採算性
④当該IC の整備方法
⑤当該IC の管理 ･運営方法(時間制限含む)
⑥その他当該IC の設置･管理･運営する上で必要な事項

マートIC 実施計画書の策定(あらかじめ、都道府県公安委員会等と協議)

可申請書を国土交通大臣に提出

可(整備計画変更等)

ぐ主 土
地区協議会は拱用後も定期的に開催しコ扣 テンプ

本格導入 管理運営形態に不都合が生じた場合、地区協議会で検討

①IC 本体※は、原則として接続する道路
の道路管理者が整備･管理

②料金徴収施設の設置、管理運営費用
は高速道路会社の負担

※-C本体;高速道路区域埆から接続道路までの閾の施設

※ 今後も社会実験は必要に応じて実施

図 1 スマートインターチェンジ [S A ･ P A 接続型] 制度実施要綱く概要〉

2

I
C
本
体
の
管
理
者
は
、
連
結
許
可
申
請
書
の
提

出
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
機
構
と
調
整
し
な
け
れ

ば 出
(2)

な に I
ら あ C
な た 本
　　 　 　



第
9

ス
マ
ー
ト
1
C
制
度
に
関
す
る
窓
口

ス
マ
ー
ト
I
C
制
度
に
関
す
る
窓
口
は
、
国
土
交
通
省

各
地
方
整
備
局
道
路
部
、
北
海
道
開
発
局
建
設
部
又
は
沖

縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
と
す
る
。

第
樽

社
会
実
験
の
活
用

今
後
の
ス
マ
ー
ト
I
C

(S
A
･
P
A
接
続
型
)
整
備

予
定
箇
所
の
う
ち
、
そ
の
管
理
･
運
営
形
態
に
お
い
て
、

運
営
時
間
や
利
用
可
能
方
向
の
制
限
、
利
用
促
進
策
等
に

関
す
る
デ
ー
タ
の
集
積
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
I
C
に
つ

い
て
は
、
当
分
の
間
、
社
会
実
験
を
実
施
す
る
も
の
と
す

る
。

附
則こ
の
要
綱
は
、
平
成
一
八
年
七
月
一
〇
日
か
ら
適
用
す

る
。

◆
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置
に
よ
る
効
果
◆

1

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ア
ク
セ
ス

時
間
の
改
善

(通
勤
時
間
の
短
縮
)

(図
2
)

[上
信
越
自
動
車
道

新
井
P
A
]

【妙
高
市
~
上
越
市
内
の
通
勤
時
間
短

縮
】国
道

一
八
号
を
経
由
し
た
場
合
の

通
勤
時
間
は
約
五
二
分
。

新
井
P
A
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
を
利
用
し
て
上
信
越
自
動
車

道
経
由
の
場
合
は
、
約
三
六
分

(約

一
六
分
の
短
縮
)。

2

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

ア
ク
セ
ス
時
間
の
改
善

(工
業
団
地
と
の
ア
ク
セ
ス
時
間
短
縮
)

(図
3
)

[東
名
阪
自
動
車
道

亀
山
P
A
]

【名
古
屋
方
面
か
ら
亀
山
地
区
の
工
業

団
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間
が
短
縮
】

移
動
距
離
の
短
縮
や
渋
滞
す
る
国

道

百
万
を
経
由
し
な
く
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
時
間
が
約
七
分

短
縮
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
交
通

転
換
に
よ
り
、
国
道
一
号
側
の
所
要
時
間
が
短
縮
。

例;妙高市役所から上越市役所までの

化
鰤
　
　

ノメ分
分

分

分

分

　

　

　

　

　

廷嗜
もメ'

　　
　

　　　
　
　
　

　　
　
　

　
　

　

　　　

　
　

君
＼〆
＼な
ど

　

　　　

/
図



……→工繋団地̂ のルート　　　　　　　
　　　　　　　　

　

　 　
　　　 　　

一強運舵用 スマートIC門川

界守きH Dへ銹褻迩転釀により灘纖彎蠅讓の断嚢聰澗氷短轉　
　
　
　　　　　　　　　 　　 　 　

大岡諦め小野町西

lスマート轢!蹄鱗ち競織宅ェ纂圏灘孵 ｣ 藪舒
鯛鱸

築駿教 與駿中
! 朝ピーク時の
旅行時間亀山SA出入交濃盪

looo台ノ白くH Ta 2}

図 3

利用者アンケートより

3

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ア
ク
セ
ス
時
間
の
改
善

(高
次
医
療
機
関
へ
の
搬
送
時
間
短
縮
)

[ 3[中
国
自
動
車
道

大
佐
s
A
]

【大
佐
S
A
ス
マ
ー
ト
I
C
に
よ
り
高
次
医

中山間地域で‘ば時間短縮の効果に加え,｢車酔い
の心配が少なくなる｣f搬送中の事故の 鐵性軽
減など高速道路利用ならではの劫巣を確認 高 菌詔

　
　　

　　 　 　　 　 　 　 　 　

回数-損3ヶ月で嘘園 函 ･ ‘《ぎ 8も

　　　　　
り -“な
ぞ な
き,懐き
もがき
,せ

き{

、一

入、
焚
ぎ M

?騨露美濃
ト熱
海

療
機
関
ま
で
の
搬
送
時
間
が
短
縮
】

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
利
用
に
よ
り
、
高
次

医
療
を
担
う
病
院
ま
で
の
搬
送
時
間
が
3
/
5
に
短
縮

(約
一
九
分
短
縮
)。
ま
た
、
高
速
道
路
を
使
う
こ
と
に
よ

り
、
揺
れ
が
少
な
く
傷
病
者
の
安
静
な
搬
送
が
可
能
。

図 4



渋滞が改響
(渋滞長め鮎一ク時で実験前の約lノ3)

癈麩認識.義典繊豊麗雍j　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
盤-陵 祿市二一方増烹亘一一-- }

鱒
れ　

　
　
　
　　
　
　　　

　
　　

4

既
設
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や

周
辺
道
路
の
渋
滞
緩
和

(交
通
分
散
に
よ
る
交
通
の
円
滑
化
)
(図
5
)

[東
北
自
動
車
道

長
者
原
s
A
]

【長
者
原
s
A
ス
マ
ー
ト
I
C
利
用
者
の
六
割
が

隣
接
す
る
古
川
I
C
か
ら
の
乗
り
換
え
】

慢
性
的
な
渋
滞
が
生
じ
て
い
た
国
道
四
号
化
女

沼
公
園
交
差
点
で
の
渋
滞
長
が
、
実
験
前
の
約

1
/
3

(朝
の
通
勤
ピ
ー
ク
時
間
帯
)。

夕
方
ピ
ー
ク
時
の
旅
行
速
度
も
約
二
〇
蹴
/
h

(実
験
前
)
か
ら
約
四
五
師
/
h

(実
験
中
)
と

約
三
五
燈
/
h
ア
ッ
プ
。

5

災
害
の
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
区
間
の
代
替

(災
害
時
の
代
替
ル
ー
ト
確
保
)
(図
6
)

[中
国
自
動
車
道

加
計
B
S
]

【加
計
B
S
ス
マ
ー
ト
I
C
が
唯
一
の
経
路
】

台
風
一
四
号

(平
成
一
七
年
九
月
)
に
よ
り
、
二
日
間

に
わ
た
っ
て
通
行
止
め
と
な
っ
た
国
道
一
九
一
号
に
か
わ

り
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
加
計
地
域
の
唯

一

の
経
路
と
な
っ
た
。

6日 9月7日 9月8日 9月9日
瓣撫囲通行止幽酬≦ 片側交互規制

□]“
制
“

　
　
　
　

Û

nU

n
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Û

nU

n
〕

n
V

　
　

　　

　
　

　
　

加計B Sスマート1Cの出入交通量(台 / 日)
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常
鞠
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RU図

国道の交瀧が転繰

下楓とも夕方ピーク時の速度が向上
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遣るねっさんす

鯰

“1
m
m
酵
m
m
蘂

口

　
　
　
道路局総務課

~ 知らなかっ燈日本の 『道｣ が見えてくる。~

ー実施報告

日
｣
中
央
行
事
は
、
『お
江
戸
道
る
ね
っ
さ
ん
す

~
知

ら
な
か
っ
た
日
本
の

｢道
｣
が
見
え
て
く
る
。
~
』
を
テ

ー
マ
と
し
て
、
お
台
場
パ
レ
ッ
ト
タ
ウ
ン
パ
レ
ッ
ト
プ
ラ

ザ
、
お
台
場
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
公
園
に
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
快
晴
で
、
三
五
℃
を
超
え
る
炎
天
下
で
あ
っ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
沢
山
の
人
で
大
賑
わ
い
で
し
た
。
道
路

は
あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の
昔
義

や

重
要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
道
路
へ
の
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

以
下
、
当
日
の
模
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

たくさんの子供たちが参加したヘムヘムクイズ

《
11
時

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
》

｢夏
休
み
の
一
日
、
江
戸
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
も
ら

う
中
で
、
道
と
生
活
の
関
わ
り
を
考
え
る
機
会
に
な
っ
て

欲
し
い
｣
と
、
｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会

海
野
代
表
幹

事
の
挨
拶
で
幕
が
あ
げ
た
今
年
の
｢道
の
日
｣
イ
ベ
ン
ト
。

オープニングセレモニ



海
野
代
表
幹
事
の
挨
拶
に
続
き
、
2
0
0
6

｢道
の
日
｣

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
青
木
さ
や
か
さ
ん
と
｢忍
た
ま
乱
太
郎
｣

で
お
な
じ
み
の
ヘ
ム
ヘ
ム
君
が
仲
良
く
入
場
。
い
よ
い
よ

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
始
ま
り
で
す
。

《
11
時
鋤
分

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
》

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
続
い
て
、
ヘ
ム
ヘ
ム
ク
イ
ズ
が
ス
テ

ー
ジ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
と
て
も
強
い
日
差
し
に
も
関
わ

ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
、
元
気
良
く
手

を
挙
げ
、
お
父
さ
ん
･
お
母
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
ク
イ
ズ
に
答
え
て
い
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
に
正
解
す

る
と
記
念
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
子
供
た
ち
は
素
敵
な

笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

ク
イ
ズ
が
終
わ
る
と
、
次
は
お
待
ち
か
ね
、
忍
た
ま
乱

太
郎
シ
ョ
ー
の
始
ま
り
で
す
。
乱
太
郎
達
三
人
組
が
ス
テ

ー
ジ
に
登
場
す
る
と
子
供
た
ち
は
大
喜
び
。
ス
テ
ー
ジ
の

乱
太
郎
達
に
あ
わ
せ
て
子
供
た
ち
も
一
緒
に
踊
り
始
め
、

会
場
に
一
体
感
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

《
12
時

お
台
場
江
戸
街
道

散
策
》

シ
ン
ボ
ル
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
公
園
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
テ
ー

マ

｢お
江
戸
遣
る
ね
っ
さ
ん
す
｣
に
ち
な
み
、
江
戸
時

天水桶

忍たま乱太郎ショー

青木さやかさんと一緒に ｢お江戸で de打ち水｣



代
の
街
な
み
が
再
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
来
場
者
は
、
日

よ
け
暖
簾
や
よ
し
ず
の
前
で
思
い
思
い
に
写
真
を
パ
チ

リ
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
道
の
使
わ
れ
方
を
感
じ
て
も
ら

う
お
う
と
、
南
京
た
ま
す
だ
れ
や
瓦
版
の
配
布
、
特
に
よ

る
寸
劇
が
行
わ
れ
、
見
て
い
る
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

三
一時
一
五
分
か
ら
は
、
｢お
江
戸
篤
打
ち
水
｣
と
称

し
、
青
木
さ
や
か
さ
ん
の
号
令
の
も
と
打
ち
水
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
打
ち
水
効
果
に
よ
り
気
温
が
二
℃
下
が
る
と
あ

　　
　
　
　
　
　
　

　
　　

誉
講
義
霜
撚

っ
て
、
打
ち
水
後
は
と
て
も
涼
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
供
向
け
の
駕
篭
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
め

っ
た
に
味
わ
え
な
い
体
験
と
あ
っ
て
、
沢
山
の
子
供
た
ち

が
大
喜
び
で
駕
篭
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
道
は
、単
な
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
で
は
な
く
、

生
活
ス
ペ
ー
ス
の
一
部
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
体
験
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
道
の
あ
り

方
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

道路ふれあい月間推進標語表彰式

《
1 3
時
30
分

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
》

午
後
の
ス
テ
ー
ジ
の
始
ま
り
で
す
。
ま
ず
は
、
｢道
の

日
｣
ク
イ
ズ
大
会
。
全
国
の

｢道
の
駅
｣
の
数
は
?
･と

い
っ
た
ち
ょ
っ
と
難
し
い
問
題
に
正
解
し
、
青
木
さ
や
か

さ
ん
の
サ
イ
ン
入
り
T
シ
ャ
ツ
を
記
念
品
に
も
ら
っ
て
喜

ぶ
解
答
者
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
こ
の
時
間

帯
に
な
る
と
、
暑
さ
が
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
が
、
続
く

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
推
進
標
語
表
彰
式
｣
、
青
木
さ
や
か

さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
に
す
る
人
で
、
会

場
に
は
ど
ん
ど
ん
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
推
進
標
語
｣
の
今
年
の
最
優
秀

標
語
は

｢た
だ
い
ま
と

今
日
も
笑
顔
で

帰
る
道
｣
。

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
に
対
し
、
宮
田
道

路
局
長
よ
り
、
表
彰
状
及
び
盾
、
標
語
審
査
員
の
山
田
美

保
子
さ
ん
よ
り
記
念
品
が
、
ま
た
最
優
秀
賞
に
つ
い
て
は

青
木
さ
や
か
さ
ん
よ
り
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

大勢の人がつめかけたメインステージ

　 　　　　　　 　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
青木さやかさんによるトークライブ



続
い
て
、
青
木
さ
や
か
さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
が

ー
ス
も
、
午
後
日
陰
が
多
く
な
っ
て
く
る
と
徐
々
に
賑
わ

始
ま
り
ま
し
た
。
自
身
が
経
験
し
た

｢道
｣
に
関
す
る
エ

い
を
み
せ
て
き
ま
し
た
。
J
A
F
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
コ
ン

ビ
ソ
ー
ド
や

｢道
｣
に
つ
い
て
日
々
感
じ
て
い
る
こ
と
を

ビ
ン
サ
ー
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
車
の
衝
突
事
故
を
再
現

い
つ
も
の
毒
舌
を
散
り
ば
め
な
が
ら
、
時
に
は
観
客
を
交

し
、
後
部
座
席
を
含
め
た
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
大
切
さ

え
な
が
ら
ト
ー
ク
を
展
開
し
、
会
場
は
笑
い
の
渦
で
包
み

を
訴
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
の

｢道
の
駅
｣
を
紹

込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

介
す
る
ブ
ー
ス
や
、
I
T
S
ブ
ー
ス
、
E
T
C
ブ
ー
ス
な

ど
各
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
嗜
好
を
凝
ら
し
た
独
自
の
P
R

《
杵
時
30
分

出
展
ブ
ー
ス
散
策
》

を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。

暑
さ
の
影
響
で
な
か
な
か
集
客
で
き
な
か
っ
た
出
展
ブ

《
1 5
時
30
分

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
》

午
前
と
同
様
に
、
ヘ
ム
ヘ
ム
ク
イ
ズ
、
忍
た
ま
乱
太

れ

郎
シ
ョ
ー
、
そ
し
て

｢道
の
日
｣
ク
イ
ズ
大
会
が
行
わ

J A F によるシートベルトコンビンサー体験コーナー一

れ
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ナ　　

　
　
　

　
　
　
　
　

,

体

司
会
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ
り
、
本
年
度
の

｢道
の
日
｣

瀞
嬢
堆
識
義
手

中
央
行
事
は
終
了
し
ま
し
た
o
当
日
は
快
晴
で
、
三

蘂
濁

り
五
℃
を
超
え
る
気
温
に
も
関
わ
ら
ず
、
沢
山
の
方
々
に

嶬

　

　　-

、ノ

.･

コ

乗ゞ

場
、
楽
し
ん
で
ぃ
た
だ
け
ま
し
た
。

礎

イ
ベ
ン
ト
全
体
と
し
て
は
、
大
き
な
事
故
も
無
く
、

1

‐

シ

無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た

-

“
▼

'･
る

だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
暑

い
中
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。



道路局道路交通管理課

『遭囃ふれ謳い卿間』
行事緘醤について

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
道
路
を
い
つ
く
し
む
と

い
う
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
及
び
道
路
の
正
し
い
利
用
の

啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
八
月
一
日
か
ら

八
月
三
一
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
を
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

と
定
め
、
地
域
住
民
が
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
参
画
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
各
種
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

本
月
間
中
、
国
土
交
通
省
を
は
じ
め
と
す
る
各
道
路
管

理
者
に
お
い
て
も
、
関
係
省
庁
、
関
係
団
体
等
の
協
力
を

得
つ
つ
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
幅
広
い
層
に
様
々

な
行
事
を
通
じ
て
、
道
路
の
必
要
性
や
道
路
の
持
っ
て
い

る
役
割
、
使
い
方
や
道
路
愛
護
等
に
つ
い
て
の
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
各
種
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
た
め
に

｢道
の
駅
｣
等
道
路
利
用
者
が
多

く
集
ま
り
、
か
つ
地
域
情
報
を
発
信
で
き
る
場
所
の
活
用

に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
各
種
運
動
が
当
該
月
間
を
越
え
た
効
果
の
あ

る
取
組
み
に
つ
な
が
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

本
年
度
も
、
道
路
の
役
割
･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の

関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
、
全
国
各
地
で

イ
ベ
ン
ト
や
道
路
清
掃
な
ど
の
道
路
に
ち
な
ん
だ
各
地
域

の
特
性
に
応
じ
た
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

八
月
八
日

(火
)
午
前
八
時
四
五
分
か
ら
九
時
三
〇
分
ま

で
、
国
土
交
通
省
道
路
局
、
関
東
地
方
整
備
局
主
催
に
よ

る

｢オ
フ
ィ
ス
街
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
2
0
0
6

金
跟
ヶ
関

官
庁
街
等
道
路
清
掃
)｣
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
霞
が
関
付
近
の
国
道

一
号

(桜
田
通
り
)
、

国
道
二
〇
号

(内
堀
通
り
)、
都
道

(六
本
木
通
り
)、
都

道

(祝
田
通
り
)
な
ど
の
歩
道
総
延
長
約
九
･
九
蝿
を
沿

道
の
官
庁
や
民
間
の
ビ
ル
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
々
、
｢

0
0
0
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
ホ
ウ
キ
、
熊
手
等
を

手
に
空
き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集

め
た
り
、
植
込
み
の
雑
草
を
取
り
、
快
い
汗
を
流
す
と
と

も
に
通
勤
途
中
の
方
々
に
も
道
路
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た

(写
真
-
)。

こ
の
他
、
道
路
交
通
の
安
全
、
道
路
の
正
し
い
利
用
ま

た
は
道
路
愛
護
等
に
努
め
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ

っ
た
七
四
団
体

及
び

一
人
個
人

に
対
し
て
国
土

交
通
大
臣
表
彰

謁

が
行
わ
れ
ま
し

‘

路

　
　

　　
　

　

　　

さ
ら
に
、
｢道

も

,
“
莚

　

　

　

　



　　
美
江

　
　
　　

　　　
　
　

ム

こ
ら
山

　　
蠣J

(
下

の
鈴
木
昭
博
さ
ん
、
高
田
明
裕
さ
ん
、
井
手
尾
有
百
美
さ

｢こ
の
道
が

結
ぶ
人
の
輪

地
域
の
輪
｣

ん
に
宮
田
道
路
局
長
か
ら
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

寸村
岡

孝
司

さ
ん

学
生
の
部

｢遠
回
り

そ
れ
で
も
こ
の
道

好
き
だ
か
ら
｣

を　

岡
本

紘
佳

さ
ん

滋

｢人
と
人

道
で
広
が
る

心
の
輪
｣
阿
部

竜
弥

さ
ん

な
お
、
選
ば
れ
た
標
語
は
ポ
ス
タ
ー
･
チ
ラ
シ
等
に
掲

載
さ
れ
、
本
月
間
の
広
報
に
広
く
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

パ場
式
台
彰
お

　　

　
　 レットプラザ)

｢道路ふれあい月間推進標語｣ 表彰式

頸

に
よ
り
、
平
成
一
人
年
一
月
中
旬
か
ら
同
年
三
月
三
一
日

ま
で
募
集
し
ま
し
た
。

｢道
路
は
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の
財
産
で
す
。

へ
み
ん
な
が
道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、
常
に
広
く
、

美
し
く
、
安
全
に
、
共
に
楽
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う
と

そ
の
結
果
、
全
国
か
ら
五
、
一
〇
二
作
品
の
応
募
が
あ

り
、
浅
井
愼
平
氏

(写
真
家
)、
残
間
里
江
子
氏

(プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
)、
陣
内
貴
美
子
氏

(元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
･

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
)、
山
田
美
保
子
氏

(放
送
作
家

･

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
)
の
四
名
に
よ
り
審
査
が
行
わ
れ
、
最
優

秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
四
点
、
優
良
賞
四
点
が
選
定
さ
れ
ま

し
た

(写
真
2
)。

そ
し
て
、
八
月
六
日
に
お
台
場
パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
で
開

催
さ
れ
た

｢道
の
日
｣
の
中
央
行
事
に
お
い
て
、
表
彰
式

が
執
り
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
の
藤
井
友
哉
さ
ん
、
優
秀
賞

ま
た
、
盾
、
副
賞
に
つ
い
て
は
、
審
査
員
の
山
田
美
保

子
さ
ん
、
｢道
の
日
｣
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
青
木
さ
や
か
さ

ん
よ
り
手
渡
さ
れ
ま
し
た

(写
真
3
)。

こ
の
他
、
優
良
賞
に
つ
い
て
は
各
地
方
整
備
局
に
お
い

て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
最
優
秀
賞

｢た
だ
い
ま
と

今
日
も
笑
顔
で

帰
る
道
｣

藤
井

友
哉

さ
ん

◆
優
秀
賞

一
般
の
部

｢あ
り
が
と
う
。
い
つ
も
お
世
話
に
な
る
道
に
｣

中
塚

美
穂

さ
ん

｢道
の
価
値

水
や
空
気
と

同
じ
価
値
｣

鈴
木

昭
博

さ
ん

学
生
の
部

｢友
だ
ち
と

楽
し
く
行
き
か
う

通
学
路
｣

高
田

明
裕

さ
ん

｢友
達
と

楽
し
く
歩
け
る

道
が
好
き
=
に

井
手
尾
有
百
美
さ
ん

◆
優
良
賞

一
般
の
部

｢こ
の
道
で

で
あ
い
･
ふ
れ
あ
い
･
ゆ
ず
り
あ
い
｣

山
下

奈
美

さ
ん



行事報告について
『週略忘れ蘂い卿間』

　

　

　

　鬱
蟄

1mm賣
も

北
海
道
開
発
局
で
は
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
及
び

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
道
内
各
地
で
関
係
機
関

及
び
地
元
住
民
の
協
力
を
得
て
、
様
々
な
行
事
を
実
施
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆

｢道
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
6
｣

八
月
一
〇
日

(木
)
に
、
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会

(北
海
道
開
発
局
･
北
海
道

･
札
幌
市

･
東
日
本

高
速
道
路
㈱
北
海
道
支
社
)
主
催
に
よ
る

｢道
の
日
二
〇

周
年
~
か
わ
り
ゆ
く
北
の
道
｣
を
テ
ー
マ
に

『北
の
道
体

験
館
m
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
の
は
、
札
幌
市
内
に
あ
る

｢サ
ッ
ポ
ロ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
｣
で
、
屋
内
と
屋
外
に
そ
れ
ぞ
れ
各
種
の

ゾ
ー
ン
を
設
け
て
、多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

屋
内
で
は
、
全
道
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た

｢道
の
日

こ
ど
も
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
｣
に
つ
い
て
、
低
学
年

(
一
.
二
年
生
)、
中
学
年

(三
･
四
年
生
)
及
び
高
学
年

(五
･
六
年
生
)
の
部
に
分
け
、
各
部
門
の
最
優
秀
賞
一

作
品
、
優
秀
賞
三
作
品
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

(写
真

1
)
。な

お
、
各
部
門
の
最
優
秀
賞
の
題
名
は
、
｢文
ぼ
う
ぐ

の
道
｣
(低
学
年
の
部
)、
｢春
夏
秋
冬
の
道
｣
(中
学
年
の

部
)
｢街
か
ら
街
へ
続
く
道
｣
(高
学
年
の
部
)
で
し
た
。

ま
た
、
タ
レ
ン
ト
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
兵
藤
ゆ
き
さ
ん
、

温
泉
学
者
の
松
田
忠
徳

･
札
幌
国
際
大
学
教
授
を
招
い

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
F
M
局
に
よ
る
公
開
ラ
ジ
オ
放
送

を
行
い
、
道
に
関
す
る
ト
ー
ク
が
楽
し
く
展
開
さ
れ
ま
し

た

(写
真
2
)。

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
･
｢道
の
日
｣
の
行
事
報
告



一ナー識

　
　　

餓

礬
が
3写真 4 ツルツル

コ　　
ナ

そ
の
ほ
か
、
道
に
つ
い
て
、
二
〇
年
前
と
現
在
を
比
較

し
た
写
真
、
情
報
化
へ
の
対
応
と
し
て
の
情
報
B
O
X
の

整
備
、
道
の
駅
等
を
紹
介
し
た

｢パ
ネ
ル
展
｣
、
シ
ー
ニ

ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
に
つ
い
て
、
風
景
写
真
に
写
っ
て
い
る

国
道
名
を
当
て
る
等
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
形
式
で
紹
介
す
る

｢
シ
ー
ニ
ッ
ク
P
R
コ
ー
ナ
ー
｣
(賞
品
は
牛
乳
等
)
、
カ

ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
に
数
字
を
打
ち
込
む
と
目
的
地
に
行

け
る

｢
マ
ッ
プ
コ
ー
ド
｣
の
紹
介
等
が
好
評
で
し
た
。

N
E
X
C
O
東
日
本

(東
日
本
高
速
道
路
㈱
)
の
ブ
ー

ス
で
は
、
E
T
C
利
用
の
割
引
制
度
や
S
A
･
P
A
の
う

ま
い
も
の
&
お
み
や
げ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
紹
介
の
外
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ツ
の
配
布
や
社
員
の
方
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
で
人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

特
に
子
供
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
の
が
、
バ
ラ
バ
ラ

の
ピ
ー
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
、
様
々
な
道
路
標
識
を
完
成

さ
せ
る

｢
い
ろ
い
ろ
道
路
標
識
コ
ー
ナ
ー
｣
(写
真
3
)、

レ
ン
ガ
を
使
っ
て
ア
ー
チ
橋
を
作
っ
て
も
ら
う

｢造
形
体

験
コ
ー
ナ
ー
｣
で
し
た
。

屋
外
に
設
置
し
た
ツ
ル
ツ
ル
路
面
で
も
転
ば
な
い
コ
ツ

や
砂
撒
き
の
効
果
等
を
紹
介
し
た

｢
つ
る
つ
る
路
面
体
験

コ
ー
ナ
ー
｣
(写
真
4
)
(つ
る
つ
る
道
路
で
は
、
歩
幅
を

小
さ
く
し
、
で
き
る
だ
け
足
の
裏
全
体
を
路
面
に
つ
け
て

歩
く
と
よ
い
そ
う
で
す
)
と
、
高
所
作
業
車

(写
真
5
)

と
W
R
C
に
出
場
し
た
ラ
リ
ー
カ
ー

(写
真
6
)
の
展
示

と
試
乗
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
順
番
待
ち
の
列
が
出

来
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
道
路
の
歴
史
や
道
路
の
役
割
、

大
切
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
い
た
と
と
も
に
、
道
路
に
対

し
て
よ
り
一
層
の
親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

≧首キ〒ヤ ?nn6 0 79

写真 7 道路の清掃活動

◆
道
内
各
地
で
の
取
組
み
に
つ
い
て

道
内
各
地
に
お
い
て
、
各
地
域
の
道
路
管
理
者
が
共
同

し
て
地
域
住
民
参
加
の
も
と
道
路
の
清
掃

(写
真
7
)
や

美
化
活
動
を
行
っ
た
り
、
維
持

･
除
雪
機
械
の
展
示
･
体

験
試
乗
会
、
｢道
の
駅
｣
等
で
の
道
路
の
P
R
や

｢道
路

工
事
現
場
見
学
会
｣な
ど
様
々
な
取
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

各
イ
ベ
ン
ト
に
は
多
く
の
地
域
住
民
の
方
々
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
道
路
愛
護
思
想
の
啓
発
や
道

路
に
対
す
る
認
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

総き
ぞ髓



表 各事務所で行われた行事一覧
事務所名 開催日 イヘント名及び内容 瞬催場所

青森河川
同道事務所

8月1日~ 10日籤頭広報活動 青森市･弘前市･八戸市内

8月lon j･学生1日道路ハトロール 平内町内

8月1on 広報活動 (道の駅) 遊の駅 ｢さんのへ｣ ｢とわだ｣ ｢奥入瀬｣ ｢しちのへ｣

岩手河川
回道事務所

8月1on 道路愛護団体表彰式 盛岡市内

8月10日 街頭及び道の腰 広報活動 前沢町、北上市内及び道の孃自習護わっこ｣

8月6日 八戸街道の旧跡を訪れる 軽米町内

-% Fを
国道事務所

8月7日 道の日紐宮古 (街菰パレード) 宮古市内の市逼･県道

8月10日 第19剛日釜石街道津山′、峠の築い lll人峠 (遠野市~釜石市)

8月10日 気仙塩史の道を歩いてみよう 大畑峠 (気仙郡住田町)

8月24月 道路愛護団体表彰式 宮古市

仙台河川
国道事務所

8月lon 道路フェア2006 山台市 ｢勾当台斑朝

8月24n 道路愛護表彰式 山台河川同道事務所

8月2n 交通安全合同PR作戦 松島町内

8月29n 大船渡国道維持出張所との女嬢パl･ロール 大船渡国道維持出張所管内

8月11日 山元町ふるさと帰省･無事故作戦 山元町内

8月3、 4日 ｢古川まつり｣における広報活動 火時市内

8月27日 灘フェスタ2006m剤1l国道 古川国道維持出張所

8月10日 夏の交通事故防止キャンペーン あ･ら･伊達な道の駅

秋田河川
国道事務所

8月10日 広報活動 (道の駅) 亞の駅 rてんのう｣ ｢象潟｣ ｢協和｣

8月2511 道路防災講演会 荻田市民交流プラザ ｢アルヴェ｣

8月3 0月 道路愛護団体表彰式 秋田河川国道事務所

湯沢河川
同道事務所

8月8、 911 小学こ生1日通“割く1･ロール 潟沢田通維持出張所、大曲国造維持出張所

8月10□ 広報活動 (通の駅) 凸の駅 ｢れがち｣

能代剛=
山道事務所

8月1D~ 6目広報活動 (迫の駆り 萓の駅 ｢たかの-ず｣ ｢やたて峠｣ ｢ふたつい｣ にとおか｣

8月溝日 小学生ln通路ハトロール 火炎直国道出張所管内

8月5日 広報活動 二ツ井町西トンネル駐車帯

8月10日 ′ド学生児童“~ 6年生)による体験学習ツアー琴丘能代道路 米代川 能代除雪ステーション

8月29日 受講団体表彰式 能代河川回避事務所

山形河川
国道事務所

7月4日 道路ふれあい広鳩 一報国道112号 山形市十月町地内 約11om区間

7月10□ 道路ふれあい見学会 期′河川廻遊事務所、山形国道維持出猥所

酒田河川
国道事務所

7月23月 道の日キャンペーン2006in生SURUOKA 鑄-聞市内

8月a 3n イノ字生l日′･1･ロール体験会 酒田圃道維持出張所、館岡国道維持出張所

8H 5n 道の月キャンペーン2006insA1(ATA 内田市内

8月紅n 道路ふれあい月間表彰式 酒田市内

福島河川
国道事務所

8月在日 ｢道路ふれあい月間｣ 街頭キャンペーン 福島駅髄

8月8日 小学生月道路ノ･トロール 福島市~二本松市

8月10日 『道の口j道路美化作戦 道の駅 ｢安達｣

8月19日 道路展2006 避の駅 ｢安達｣

8月22日 遁路愛護団体表彰式 橘周回jll同道事務所

稲 山
国道事務所

8月4、 8月 ｢道路ふれあい月間｣キャンペーン 会津若松市内、通の駅 ｢にしあいづ｣

8月1on ｢道の日｣道路美化作業 郡山市内

8月20n アイラブロ一門難解l2006 郡山駅前

8月28n 道路パトロール 須賀川市内

8月31日 道路愛護団体表彰式 郡山国道事務所

磐 波
国道事務所

8月6日 道路ふれあいフェア2006inならば 道の厭 ｢ならば｣

8月6日 道路愛護固体表彰式 趙の駅 ｢ならば｣

8月10日 ｢道の日｣道路美化作業 、わき市内

8月10日 ｢道路ふれあい月岡｣キャンペーン 、わき市、相馬市、南相馬市内

社
･
宮
城
県
道
路
公
社
)
の
主
催
に
よ
り
、
仙
台
市
青
葉

区
の
勾
当
台
公
園

(市
民
の
広
場
)
に
お
い
て
開
催
し
た

も
の
で
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は

｢遊
ぼ
う
、
学
ぼ
う
、
な
る
ほ
ど
!

ザ

･
ロ
ー
ド
｣
と
称
し
、
見
て
、
聞
い
て
、
体
験
し
て
、

遊
び
な
が
ら
道
路
の
役
割
や
機
能
を
学
べ
る
様
々
な
催
し

と
し
て
、
多
く
の
皆
様
に
道
路
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
知

っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
各
事
務
所
を
通
じ
て
種
々
の
行
事

を
実
施
し
ま
し
た

(表
参
韶
巴
。
本
フ
ェ
ア
は
八
月
一
O

日
に
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
行
事
実
行
委
員
会

(東
北
地
方

整
備
局
･
宮
城
県
･
仙
台
市

･
仙
台
河
川
国
道
事
務
所

･

東
北
幹
線
道
路
調
査
事
務
所
･東
日
本
高
速
道
路
株
式
会

東
北
地
方
整
備
局
で
は
八
月
を
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

遊
ぼ
う
、
学
ぼ
う
、
な
る
ほ
ど
!
ザ
･
ロ
ー
ド



を
実
施
し
ま
し
た

(写
真
1
)。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
昨
年
発
足
し
た
プ
ロ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

｢
b
j
リ
ー
グ
｣
の
在
仙
チ
ー
ム

｢仙
台
8
9
E
R
S

(
エ
イ
テ
ィ
ナ
イ
ナ
ー
ズ
)｣
の
チ
ア

ー
ズ
ジ
ュ
ニ
ア
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
シ
ョ

ー
に
続
き
、
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
行
事
実
行
委
員
会
を
代

表
し
て
坪
香
伸
東
北
地
方
整
備
局
長
の
挨
拶
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
道
路
清
掃
や
植
樹
等
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い

た
東
北
の
各
団
体
へ
の
国
土
交
通
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
伝

達
式
、
そ
し
て
仙
台
市
内
の
小
学
生
が
道
路
を
モ
チ
ー
フ

と
し
て
描
い
た
絵
画
展
及
び
東
北
地
方
道
路
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た

(写
真
2
)。

写真2 坪香伸 ･東北地方整備局長挨拶

写真3 道路ふれあいパビリオン

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
終
了
後
に
は
、
気
仙
沼

人
力
車
の
会
の
方
々
が
提
言
書
を
持
参
に
な
り
、
三
陸
自

動
車
道
の
早
期
全
線
開
通
の
提
言
書
を
読
み
上
げ
、
局
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
に
入
り
、
8
9
E
R
S
チ

ア
ー
ズ
ジ
ュ
ニ
ア
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
や
テ
レ
ビ

で
大
人
気
の

｢
ふ
た
り
は
ブ
リ
キ
ユ
ア

･
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ

ス
タ
ー
｣
に
よ
る
シ
ョ
ー
及
び

｢
ワ
ン
ピ
ー
ス
｣
の
ル
フ

ィ
ー
に
よ
る
交
通
安
全
教
室
が
開
か
れ
、
子
供
達
の
元
気

な
歓
声
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く
、
み
ん
な
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
で
は
、
各
主
催
団
体
が
行
っ
て
い
る

事
業
等
を
パ
ネ
ル
等
で
詳
細
に
説
明
し
た
テ
ン
ト
ブ
ー
ス

を
、
道
路
ふ
れ
あ
い
パ
ビ
リ
オ
ン
で
は
絵
画
展
及
び
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
し
た

(写
真
3
)。

ま
た
、
道
路
資
料
館

｢み
ち
あ
む
｣
所
蔵
の
各
種
資
料

を
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
｢道
の
駅
｣
ブ
ー
ス
で
は
、

宮
城
県
及
び
近
県
の

｢道
の
駅
｣
が
臨
時
に
開
店
し
、
そ

の
土
地
の
紹
介
や
特
産
物
を
展
示
販
売
し
て
、
家
族
連
れ

の
皆
様
に
も
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
｢遊
ゾ
ー
ン
｣

ブ
ー
ス
で
は
工
作
教
室
を
開
き
、
夏
休
み
真
っ
最
中
の
子

供
達
に
と
っ
て
は
遊
べ
て
学
べ
て
、
さ
ら
に
自
分
で
作
っ

た
工
作
物
を
お
土
産
に
と
、
大
盛
況
で
し
た
。

広
場
に
お
い
て
は
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
型
ラ
ジ
コ
ン
を
操

作
し
な
が
ら
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
コ
ー
ナ
ー
と
バ
ッ
ク
ホ

ー

(油
圧
シ
ャ
ベ
ル
)
型
ラ
ジ
コ
ン
を
操
作
し
て
あ
め
玉

を
い
く
つ
獲
得
で
き
る
か
と
い
う
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た

｢
ラ
ジ
コ
ン
ワ
ー
ル
ド
｣
や
、

一

写真4 ロータリ除雪車の試乗体験



　

　

　

　
　

溌
寒
さ
、に
た

写真 5 ラジコンワールドのゲームに

挑戦する子どもたち

0
匹
以
上
の
可
愛
い
犬
と
直
に
触
れ
合
え
る

｢ワ
ン
ワ
ン

王
国
｣
、
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
に
乗

っ
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
交

差
点
を
通
過
し
な
が
ら
交
通
ル
ー
ル
を
学
べ
る
ブ
ー
ス
が

あ
り
、
親
子
で
楽
し
む
姿
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た

(写
真
4
･
5
)。

ほ
か
に
も
、
普
段
の
生
活
で
は
目
に
つ
く
こ
と
の
な
い

｢共
同
溝
｣
(電
気
、
電
話
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
な
ど
私
た

ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
道
路
地
下
空
間

に
整
理
･
集
約
す
る
ト
ン
ネ
ル
状
の
施
設
)
の
地
下
現
場

に
入
っ
て
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
施
設
で
、
ど
の
よ
う
に

自
分
の
生
活
に
関
係
し
て
い
る
か
を
実
際
に
見
て
い
た
だ

く
見
学
体
験
会

(写
真
6
)
や
、
大
型
バ
ス
で
東
北
自
動

車
道
路

･
宮
城
I
C
に
ほ
ど
近
い
場
所
に
あ
る
道
路
資
料

館

｢み
ち
あ
む
｣
及
び
高
速
道
路
管
制
室
を
訪
れ
る
実
地

見
学
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
、
仙
台
で
話

尽
力
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

共同溝見学体験

題
の
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー

(と
m
r
o
,と
は
ラ
テ
ン
語
で
自
転

車
を
意
味
し
ま
す
=
自
転
車
タ
ク
シ
ー
)
や
遠
路
来
場
い

た
だ
い
た
気
仙
沼
人
力
車
の
会
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
る

人
力
車
の
試
乗
会
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
試
乗
希
望
の
方

が
多
く
整
理
券
が
必
要
に
な
る
な
ど
、
大
変
な
ご
好
評
を

頂
き
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
前
日
に
は
宮
城
県
に
台
風
が
近
づ
き
、
当
日
も

雨
風
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
朝
七
時
頃
か
ら
晴
れ

間
が
出
て
き
た

(最
終
的
に
は
好
天
に
恵
ま
れ
て
最
高
気

温
三
一
℃
ま
で
上
昇
)
こ
と
も
あ
り
、
前
年
を
大
幅
に
上

回
る
お
客
様
に
ご
入
場
頂
き
、
滞
り
な
く
一
日
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
主
催
関
係
団
体

の
皆
様
、
イ
ベ
ン
ト
関
係
業
者
の
皆
様
、
ま
た
一
日
で
真

っ
黒

(真
っ
赤
?
)
に
な
る
ほ
ど
の
厳
し
い
暑
さ
の
中
、

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
お
手
伝
い
頂
き
ま
し
た
皆
様
の
ご

関
東
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
及
び

｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
管
内
の
道
路

関
係
事
務
所
に
お
い
て
各
関
係
機
関
及
び
地
元
の
皆
様
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
と
連
動
し
た
様
々
な
広
報
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
以
下
に
、
管
内
で
実
施
さ
れ
た
広

報
活
動
の
一
部
と
し
て
横
浜
国
道
事
務
所
で
実
施
し
た
活

動
を
紹
介
し
ま
す
。

◆

｢道
フ
ェ
ス
タ
･
横
浜
2
0
0
6
｣

j
博
士
と
め
ぐ
る
一
日
限
定
横
浜
国
道
み
ら
い
館
,

｢道
の
日
｣
の
八
月
一
〇
日

(木
)、
横
浜
駅
東
口
横
浜
そ

ご
う
地
下
正
面
入
口
前
の
新
都
市
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
横
浜

国
道
事
務
所
主
催
、
首
都
高
速
道
路
補
神
奈
川
建
設
局
及
び

拙
関
東
建
設
弘
済
会
の
共
催
で
、
“暮
ら
し
“
と

“道
"
を

テ
ー
マ
に
広
報
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

｢道
フ
ェ
ス
タ

･
横
浜
2

0
0
6
｣
を
開
催
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
｢横
浜
国
道
劇
場
｣
~
道
の
過
去

,

現
在

･
そ
し
て
未
来
!
~
と
題
し
た
紙
芝
居
を
ス
タ
ッ
フ

(劇
団
員
)
扮
す
る
博
士
、
パ
ペ
ッ
ト

(あ
や
つ
り
人
形
)、

ピ
エ
ロ
の
三
人
で
一
回
約
二
〇
分
で
五
回
上
演
し
、
毎
回

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
'
｢道
の
日
｣
の
行
事
報
告



ス
テ
ー
ジ
前
の
床
に
貼
っ
た
大
型
の
事
業
概
要
図
に
座
り

込
む
な
ど
し
た
子
供
た
ち
も
喜
ん
で
道
の
成
り
立
ち
か
ら

現
在
ま
で
の
道
の
進
化
や
、
こ
れ
か
ら
の
道
路
計
画
な
ど

に
つ
い
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た

(写
真
ー
)。

ち
ょ
う
ど
、昼
時
に
当
た
る
第
二
回
目
の
上
演
後
に
は
、

大
寺
事
務
所
長
に
よ
り
主
催
者
挨
拶
と
来
場
者
に
事
前
に

配
布
し
た
事
務
所
作
成
の
子
供
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

｢道

路
の
は
な
し
｣
を
使
っ
て
道
の
重
要
性
や
横
浜
国
道
管
内

の
事
業
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
博
士
か
ら
の
質
問
に
も

丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
答
え
る
な
ど
し
ま
し
た
。

工
作
教
室
で
は
、
家
か
ら
身
近
な
場
所
(例
え
ば
学
校
、

公
園
、
駅
な
ど
)
ま
で
の
道
の
り
を
絵
に
し
て
、
そ
こ
に

立
体
的
な
壁
を
作
り
ビ
ー
玉
を
転
が
す
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル

作
り
を
行
い
ま
し
た
。
夏
休
み
の
自
由
工
作
に
し
よ
う
と

参
加
し
た
小
学
生
た
ち
は
み
ん
な
真
剣
に
、
又
楽
し
そ
う

に
道
を
考
え
な
が
ら
絵
を
描
い
た
り
、
『こ
こ
に
は
コ
ン

ビ
ニ
が
あ
っ
た
よ
』
な
ど
と
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
な
っ
て
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
街
作
り
に
励
ん
で
い
ま
し

図

た
。
会
場
の
あ
る
西
区
内
全
て
の
小
学
校

(八
校
)
に
事

前
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
見
て
参
加
し
た
小
学
生
は
開
始

時
間
前
に
並
ん
で
待
っ
て
い
た
り
、
一
回
三
〇
分
毎
の
入

れ
替
え
制
と
し
た
た
め
に
次
回
以
降
の
整
理
券
を
配
る
な

ど
、
大
人
気
の
コ
ー
ナ
ー
で
し
た

(写
真
2
、
図
)。

そ
の
他
に
、
パ
ネ
ル
展
示
で
は
横
浜
国
道
事
務
所
コ
ー

ナ
ー
と
し
て
道
路
見
え
る
化
計
画
な
ど
の
取
組
み
状
況
を

紹
介
し
た
り
、
首
都
高
速
道
路
㈱
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
E
T

C
や
横
浜
環
状
北
線
を
紹
介
し
、
来
場
者
か
ら
説
明
担
当

者
に
い
ろ
い
ろ
と
質
問
を
す
る
な
ど
興
味
を
も
っ
て
見
て

頂
き
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
上
映
コ
ー
ナ
ー
で
は
神
奈
川
の
道

の
歴
史
や
E
T
C
の
効
果
な
ど
を
紹
介
し
、
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
で
は
神
奈
川
県
の
地
図
に
事
業
箇
所
を
的
と
し
た
輪

投
げ
ゲ
ー
ム
や
、
道
に
関
す
る
三
種
類
の
問
題
の
ス
ク
ラ

ッ
チ
カ
ー
ド
ク
イ
ズ
も
子
供
か
ら
大
人
ま
で
、
輪
が
入
っ

た
り
、
当
た
り
が
で
る
と
大
喜
び
す
る
な
ど
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

平
成
五
年
度
か
ら
こ
の
会
場
で
開
催
し
今
回
で
一
四
回

目
を
迎
え
、
今
年
度
も
多
く
の
家
族
連
れ
や
通
行
人
な
ど

三
、
0
0
0
名
を
超
え
る
来
場
者
で
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
と

｢道
の

日
｣
の
認
知
度
や
本
広
報
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
意
見
な
ど

を
求
め
、
一
、
一
〇
〇
名
を
超
え
る
方
か
ら
協
力
を
頂
き
、

道
路
に
対
す
る
要
望
や

｢勉
強
に
な
っ
た
、
こ
の
様
な
イ

ベ
ン
ト
を
も

っ
と
行

っ
て
も
ら
い
た
い
。｣
な
ど
意
見
を

頂
き
、今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

写真 2 お父さんやお母さんと一緒にな
ってミニチュアの街作り

写真 1 紙芝居 ｢横浜国道劇場｣



$
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

◆
そ
の
他
の
活
動

八
月
四
日

(金
)
横
浜
国
道
事
務
所
主
催
、
横
浜
市
資

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
初
日
の
八
月
一
日
に
事
務
所

源
循
環
局
、
同
道
路
局
及
び

｢ヨ
コ
ハ
マ
は
G
3
0
｣
中

庁
舎
へ
懸
垂
幕
と
事
務
所
管
内
の
横
断
歩
道
橋
へ
横
断
幕

区
推
進
本
部
の
共
催
で
、
中
区
内
の
小
中
学
生
や
地
域
の

の
設
置
を
始
め
、
一
般
に
公
募
し
た
地
域
の
方
々
を
対
象

皆
さ
ん
と
と
も
に

｢
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣

に
し
た
｢夏
休
み
親
子
ふ
れ
あ
い
現
場
見
学
会
2
0
0
6
｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

｢共
同
溝
工
事
｣
、
道
路
愛
護
団
体
へ
大
臣
･
局
長
･
事
務

長
い
梅
雨
も
明
け
夏
空
の
下
、
暑
さ
に
も
負
け
ず
J
R

所
長
表
彰
の
伝
達
式
、
地
方
公
共
団
体
主
催
の
広
報
活
動

関
内
駅
前
で
は
職
員
始
め
参
加
さ
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん

へ
の
参
加
等
、
様
々
な
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

写真 3 ロードクリーンキャンペーン

源
循
環
局
、
同
道
路
局
及
び

｢ヨ
コ
ハ
マ
は
G
3
0
｣
中

区
推
進
本
部
の
共
催
で
、
中
区
内
の
小
中
学
生
や
地
域
の

皆
さ
ん
と
と
も
に

｢
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

長
い
梅
雨
も
明
け
夏
空
の
下
、
暑
さ
に
も
負
け
ず
J
R

関
内
駅
前
で
は
職
員
始
め
参
加
さ
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん

と
、
駅
利
用
者
や
通
行
人
に
道
路
を
き
れ
い
に
使
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
元
気
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、

参
加
者
約
一
三
〇
名
に
よ
り
J
R
関
内
駅
前
か
ら
国
道
一

六
号
の
長
者
町
五
丁
目
交
差
点
ま
で
約
五
〇
0
m
に
渡

り
、
ゴ
ミ
袋
を
手
に
植
え
込
み
や
路
上
に
捨
て
ら
れ
た
空

き
缶
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。
拾

い
集
め
た
ゴ
ミ
の
量
は
約
一
人
糖
で
し
た

(写
真
3
)。

◆
最
後
に

今
年
度
も

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

･
｢道
の
日
｣
の

様
々
な
広
報
活
動
を
通
じ
て
、
暮
ら
し
の
中
に
お
け
る
道

と
の
関
わ
り
を
知
り
そ
の
重
要
性
を
理
解
し
、
道
路
を
き

れ
い
に
使
う
と
い
う
こ
と
か
ら
道
路
を
い
つ
く
し
む
思
い

な
ど
も
も
っ
て
頂
け
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
陸
地
方
整
備
局
で
は
、
八
月
の

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
及
び
八
月
一
〇
日
の
｢道
の
日
｣
の
主
旨
を
踏
ま
え
、

管
内
の
道
路
系
事
務
所
に
お
い
て
、
関
係
機
関
の
協
力
を

得
な
が
ら
様
々
な
行
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

以
下
に
主
な
イ
ベ
ン
ト
の
模
様
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
2
0
0
6

道
と
あ
そ
ぼ
う
･
ど
う
ろ
ば
ー
く

(八
月
二
日

(水
)
上
越
市

｢上
越
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
｣)

今
年
も

｢わ
く
わ
く
パ
ー
ク
｣
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
県

警
に
よ
る

｢よ
い
子
の
交
通
安
全
教
室
｣
、
マ
ジ
ッ
ク
、

ゲ
ー
ム
･
ク
イ
ズ
等
及
び
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
、
ク

イ
ズ
に
答
え
て
景
品
を
当
て
る
コ
ー
ナ
ー
あ
り
、
ま
た
雪

の
体
験
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
で
実
際
の
雪
を
持
っ
て
き
て

す
べ
り
台
作
成
し
、
滑
ら
せ
た
り
、
降
雨
、
地
震
体
験
コ

ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
道
路
愛
護
の
広
報

活
動
を
実
施
し
ま
し
た

(写
真
1
)。

雪のすべり台で遊ぶ子ども

◆
わ
ん
ぱ
く
お
祭
り
広
場

｢道
の
コ
ー
ナ
ー
｣

(八
月
三
日

(木
)
長
岡
市
長
岡
駅
前
大
手
通
り
)

長
岡
ま
つ
り
の
昼
行
事

｢わ
ん
ぱ
く
お
ま
つ
り
広
場
｣

『道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
･
道
の
日
｣
行
事
報
告



に

｢道
の
コ
ー
ナ
ー
｣
を
設
け
、
プ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
、
メ

ら
に
今
年
は
降
雨
体
験
車
に
よ
る
豪
雨
体
験
も
実
施
し
ま

ル
ヘ
ン
号

(山
車
)
と
記
念
撮
影
、
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
の

展
示
、道
の
相
談
室
と
道
の
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
等
を
開
催
、

多
数
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
F
M
な
が
お
か
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
タ
ジ
オ
に
て
道

路
事
業
の
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

し
た
。

◆
2
0
0
6

に
い
が
た
道
路
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(八
月
四
日

(金
)
新
潟
市
万
代
一
丁
目
)

通
称

｢万
代
シ
テ
ィ
通
り
｣
に
お
い
て
、
地
元
小
学
生

の

｢万
代
太
鼓
｣
(写
真
2
)、
白
バ
イ
･
パ
ト
カ
ー
の
展

示
、
道
路
上
で
の
落
書
き
、
起
震
車
で
の
震
度
体
験
、
さ

　　 　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　　 　　　 　　　　　　
写真 2 地元小学生による ｢万代太鼓｣ の演奏

ま
た
、
新
潟
市
内
小
学
生
の
皆
さ
ん
の
応
募
に
よ
る
道

路
愛
護
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀
賞
三
〇
点
の
表
彰
式
と
六
五
九

点
の
応
募
全
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

◆
2
0
0
6

人
と
人
･
道
で
つ
な
ぐ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(八
月
一
〇
日

(木
)
富
山
市
婦
中
町

｢
フ
ァ
ボ
ー
レ
｣)

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
降
雨
･
地
震
体
験
、
お
も
し
る
ア
イ

デ
ア
道
路
標
識
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀
作
品
や

｢道
の
日
｣

関
連
の
写
真
パ
ネ
ル
等
の
展
示
を
行
い
、
道
路
功
労
者
･

道
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

･
お
も
し
る
ア
イ
デ
ア
道
路
標

識
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
を
同
時
に
開
催
し
ま
し
た

(写

真
3
)。
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◆
第
二
〇
回

金
沢
ゆ
め
街
道

(旧
道
路
ま
つ
り
)

(八
月
一
二
日

(土
)
一
般
国
道

一
五
七
号

金
沢
市

内
む
さ
し
~
片
町
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

一
五
〇
0
m
)

昭
和
六
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
道
路
ま
つ
り
は
今
年
で
第

二
〇
回
目
と
な
り
、
名
称
を

｢金
沢
ゆ
め
街
道
｣
に
変
更

し
ま
し
た
。
打
ち
水
大
作
戦
も
今
回
で
三
回
目
と
な
り
、

夏
真
っ
盛
り
の
時
期
に
、
見
た
目
に
も
涼
を
感
じ
ら
れ
る

古
都
金
沢
ら
し
い
風
情
を
演
出
し
ま
し
た
。
大
賑
わ
い
と

な
り
、
多
く
の
方
々
に
道
路
事
業
に
興
味
と
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
、
し
っ
か
り
P
R
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

(写
真
4
)。

写真4 大賑わいの ｢金沢ゆめ街道｣ の会場
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ら
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そ
れ
じ
ゃ
あ
、
占
用
は
ダ
メ
な
ん
で
す
ね
。

坂
上
係
員

大
野
係
員

坂
上
係
員

ど
う
し
た
の
、
地
図
な
ん
か
広
げ
て
。
ま
た
飲
み
会

道
路
法
施
行
令
第
七
条
第
六
号
に
許
可
物
件
と
し
て

最
後
ま
で
聞
い
て
。

の
場
所
で
も
確
認
し
て
い
る
の
り
･

大
野
係
員
ひ
ど
い
で
す
ね
。
そ
ん
な
に
毎
日
飲
ん
で
ば
か
り
い

ま
せ
ん
よ
。
仕
事
で
す
よ
。
先
ほ
ど
電
話
が
か
か
っ
て

き
て
、
高
架
下
の
問
合
せ
だ
っ
た
ん
で
、
そ
の
場
所
を

確
認
し
て
い
る
ん
で
す
。

坂
上
係
員
ど
ん
な
内
容
だ
っ
た
の
?

大
野
係
員
お
店
を
や
り
た
い
の
で
高
架
下
の
空
き
地
を
貸
し
て

欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。場
所
を
探
し
て
い
た
ら
、

た
ま
た
ま
高
架
下
に
空
い
て
い
る
土
地
を
み
つ
け
た
の

で
電
話
さ
れ
た
み
た
い
で
す
。

坂
上
係
員
高
架
の
道
路
の
路
面
下
で
あ
っ
て
も
道
路
だ
か
ら
占

用
許
可
が
必
要
に
な
る
わ
ね
。
そ
れ
で
ど
う
す
る
の
?

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
高
架
下
の
占
用
の
取
扱
い
に

つ
い
て
、
ほ
か
に
気
を
つ
け
る
点
が
あ
り
ま
す
か
?

大
野
係
員
す
い
ま
せ
ん

!
o

坂
上
係
員
最
近
で
は
高
架
下
も
含
め
た
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
が

必
要
な
場
合
も
出
て
き
て
い
る
の
で
、
街
づ
く
り
の
観

点
な
ど
か
ら
高
架
下
の
積
極
的
な
利
用
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
道
路
管
理
上
支
障
が
な
け
れ
ば
、

高
架
下
の
占
用
が
認
め
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
わ
。

大
野
係
員
な
る
ほ
ど
。高
架
下
の
占
用
の
許
可
に
あ
た
っ
て
は
、

道
路
管
理
上
の
観
点
と
並
ん
で
街
づ
く
り
の
観
点
な
ど

も
、十
分
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
ん
で
す
ね
。

坂
上
係
員
そ
の
と
お
り
。

大
野
係
員
で
も
、
街
づ
く
り
の
観
点
と
い
っ
て
も
、
ど
の
よ
う

に
検
討
す
れ
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
?

道
路
法
施
行
令

第
七
条

法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す

る
政
令
で
定
め
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
は
、

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
~
五

(略
)

六

ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は
高
架
の
道
路
の
路
面
下

に
設
け
る
事
務
所
、
店
舗
、
倉
庫
、
住
宅
、
自

動
車
駐
車
場
、
広
場
、
公
園
、
運
動
場
そ
の
他

こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

七
~
九

(略
)



坂
上
係
員
都
市
計
画
等
の
土
地
利
用
計
画
や
周
辺
地
域
の
土
地

利
用
状
況
等
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
高
架

下
を
周
辺
地
域
と
一
体
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
地
域
の

活
性
化
な
ど
に
つ
な
が
る
の
か
、
と
い
っ
た
よ
う
な
こ

と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
わ
ね
。

大
野
係
員
道
路
管
理
者
だ
け
で
検
討
し
て
い
く
の
は
、
な
か
な

か
難
し
い
で
す
ね
。

坂
上
係
員
だ
か
ら
地
元
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
意
見
を
聞
い

た
り
す
る
こ
と
が
大
事
に
な
る
の
よ
。
そ
れ
に
高
架
下

の
全
体
的
な
利
用
計
画
を
つ
く
る
こ
と
も
必
要
か
も
し

れ
な
い
わ
ね
。

あ
と
、
こ
れ
も
大
事
な
こ
と
な
ん
だ
け
ど
、
高
架
下

で
あ
っ
て
も
道
路
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
の
で
、

公
共
的
な
い
し
公
益
的
な
利
用
が
優
先
さ
れ
る
べ
き

　
　　

大
野
係
員
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
早
速
そ
の
準
備
に

渡
邊
課
長
ち
ょ
っ
と
待

っ
て
く
だ
さ
い
。

大
野
係
員
課
長
、
ど
う
し
た
ん
で
す
か
?

渡
邊
課
長
高
架
下
の
占
用
の
取
扱
い
で
、
ま
だ
考
え
な
く
て
は

い
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
野
係
員
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
か
!
。

坂
上
係
員
高
架
下
の
占
用
主
体
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
と

同
等
の
管
理
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
べ
き
な
の
。

大
野
係
員
ま
だ
そ
こ
に
い
た
ん
で
す
か
ー
。

坂
上
係
員
大
野
君
に
任
せ
て
お
く
の
は
心
配
だ
か
ら
そ
こ
で
見

て
た
の
。

大
野
係
員
信
用
な
い
で
す
ね
ー
。

坂
上
係
員
そ
れ
に
、
橋
脚
の
補
強
工
事
を
行
う
場
合
な
ど
、
道

路
管
理
上
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
占
用
物
件
を
す
ぐ

に
撤
去
し
て
も
ら
う
こ
と
が
担
保
さ
れ
て
お
く
こ
と
も

必
要
に
な
る
わ
ね
。

渡
邊
課
長
そ
の
と
お
り
。
占
用
主
体
に
は
、
道
路
と
い
う
公
共

施
設
を
使
用
す
る
以
上
、
高
架
下
の
占
用
に
よ
り
得
ら

れ
た
収
益
は
極
力
道
路
利
用
者
や
道
路
と
関
連
す
る
公

益
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
も
配
慮
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

大
野
係
員
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

渡
邊
課
長
そ
れ
で
ど
こ
か
ら
の
占
用
要
望
だ
っ
た
ん
で
す
か
?

大
野
係
員
あ
っ
、
そ
れ
を
聞
く
の
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

渡
邊
課
長
.･････o

坂
上
さ
ん
、
大
野
く
ん
の
デ
ス
ク
を
近
く
の
高
架
下

に
も
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

大
野
係
員
ま
っ
、
待
っ
て
く
だ
さ
い
!

ボ
ク
が
高
架
下
を
占

用
し
て
も
地
域
の
活
性
化
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
よ
。

坂
上
係
員
そ
れ
に
道
路
管
理
者
と
同
等
の
管
理
能
力
も
な
い
わ

ね
。

大
野
係
員
.･････o
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静
岡
駅
前
菟
逓
結
節
点
改
善
事
業
に
海
け
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
取
組
み

中
部
地
方
整
備
局
静
岡
国
道
事
務
所

=

は
じ
め
に

静
岡
市
は
平
成
一
七
年
四
月
か
ら
全
国
で
一
四
番
目
の

政
令
指
定
市
と
な
っ
た
静
岡
県
の
中
心
都
市
で
あ
る

(図

1
)。
そ
の
主
要
駅
で
あ
る
J
R
静
岡
駅
は
、
一
日
に
約

一
三
万
人
が
乗
降
す
る
交
通
拠
点
で
あ
り
、
駅
前
広
場
や

道
路
上
の
バ
ス
停

　
　
　　
　
　

の
位
置
に
あ
る
新

鑓

静
岡
駅
で
静
岡
鉄

市

静
岡
駅
で
静
岡
鉄

市

市

道
へ
の
乗
り
継
ぎ

き

ノ
獅

系

綱

客
も
あ
る
場
所
で

蹠

“
脊

メ

あ
る
o

寵

蘂
圓

こ
の
静
岡
駅
の
北
口
は
、
駅
前
を
国
道
百
万
が
東
西
に

通
過
し
て
い
る
一
方
で
、
静
岡
駅
で
乗
降
す
る
鉄
道
利
用

者
の
多
く
は
こ
の
国
道
一
号
を
横
切
っ
て
前
述
の
乗
り
継

ぎ
の
ほ
か
、
商
業

･
行
政
の
中
心
で
あ
る
市
街
地
方
向
へ

南
北
方
向
の
利
用
形
態
と
な
っ
て
お
り
、
人
も
車
も
多
く

行
き
交
う
場
所
で
あ
る
。

国
土
交
通
省
静
岡
国
道
事
務
所
で
は
、
静
岡
県
や
静
岡

市
と
共
に
、
｢静
岡
駅
北
口
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
計
画
｣

と
し
て
こ
の
静
岡
駅
周
辺
の
整
備
を
進
め
て
き
て
お
り
、

平
成
一
六
年

一
〇
月
一
四
日
に
は
、
待
ち
合
わ
せ
場
所

｢し
ず
マ
チ
｣
と
地
下
駐
車
場

｢
エ
キ
パ
｣
が
完
成
し
、

地
下
道
も
一
部
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
行
い
、
静
岡
の
玄
関
が

生
ま
れ
変
わ
り
始
め
て
い
る
。

平
成
一
五
年
度
か
ら
は

｢静
岡
駅
前
交
通
結
節
点
改
善

事
業
｣
と
し
て
事
業
を
進
め
て
お
り
、
本
稿
で
は
同
事
業

で
実
施
し
て
い
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
取
組
み
に
焦
点
を

当
て
て
説
明
す
る
こ
と
と
す
る
。

二

変
通
結
節
点
改
善
事
業
の
概
要

一
般
的
に
駅
等
の
交
通
結
節
点
に
お
い
て
は
、
駅
周
辺

の
放
置
自
転
車
や
駅
前
広
場
容
量
の
不
足
、
駅
自
由
通
路

の
未
整
備
や
段
差
等
の
問
題
が
発
生
し
、
緊
急
的
な
対
策

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
道
路
敷
地
外
の
空
間
の
活

用
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
関
係
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て

交
通
結
節
点
の
改
善
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
交
通
結

節
点
改
善
事
業
が
平
成
三
一年
度
に
創
設
さ
れ
た
。

600

同
事
業
で
は
、
駅
前
広
場
、
バ
ス
交
通
広
場
の
整
備
、

2

交
通
類
響
だ
密
接
に
関
連
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整

鉈首日

備
、
駅
自
由
道
路
な
ど
歩
行
者
道
路
･
自
転
車
道
路
、
パ

、,

J
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
の
た
め
の
公
共
駐
車
場
の
整
備
等
の

黎
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起

静
岡
市
御
幸
町

4
T　

事
業
を
重
点
的
か
つ
総
合
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。本

事
業
の
実
施
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
需
要
に
対

応
し
た
体
系
的
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な
る

と
と
も
に
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
の
ほ
か
、
交
通

結
節
点
に
お
い
て
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
が
推
進
さ
れ
る
効
果
も
大
き
い
事
業
で
あ
る
。

三

事
業
の
概
要

1

地
区
の
現
況

既
存
の
J
R
静
岡
駅
で
は
、
来
訪
者
が
街
を
見
渡
す
こ

と
な
く
地
下
道
に
入
る
動
線
と
な
っ
て
お
り
、
街
の
様
子

が
わ
か
り
に
く
く
、
重
厚
な
バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
と
庇
に
よ

り
駅
へ
の
出
入
口
部
分
が
暗
い
空
間
に
な
っ
て
い
る
、
ま

た
バ
ス
乗
降
場
の
一
部
が
島
式
で
乗
降
が
不
便
で
安
全
上

も
問
題
あ
り
、
さ
ら
に
、
国
道
一
号
上
に
も
バ
ス
停
が
は

み
出
し
、
交
通
渋
滞
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
問

題
が
あ
っ
た
。

一
方
、
国
道
一
号
の
下
を
通
り
駅
と
静
岡
市
街
地
を
結

ぶ
地
下
通
路
に
つ
い
て
も
、
全
体
計
画
が
策
定
さ
れ
な
い

ま
ま
継
ぎ
足
し
の
整
備
が
な
さ
れ
て
き
た
た
め
に
、
迷
い

や
す
い
、
段
差
が
多
い
、
地
下
へ
の
出
入
口
階
段
幅
員
が

狭
く
暗
い
な
ど
、
最
低
限
の
通
路
と
し
て
の
機
能
の
み
で

賑
い
や
潤
い
空
間
に
欠
け
る
、
と
い
っ
た
問
題
を
抱
え
て

い
た
。

至中川根

静岡

図 2 静岡駅前交通結節点改善事業の実施区域

交差点

L 静岡駅トコ



2

事
業
の
経
緯

静
岡
国
道
事
務
所
と
静
岡
県
及
び
静
岡
市
は
、
平
成
一

二
年
度
か
ら
協
力
し
て
静
岡
駅
北
口
の
整
備
に
係
る
検
討

を
進
め
、
平
成
一
五
年
度
か
ら
は

｢静
岡
駅
地
区
交
通
結

節
点
改
善
事
業
｣
と
し
て
事
業
化
を
図
っ
て
い
る
。

◆
平
成
三
一年
度

"
｢J
R
静
岡
駅
北
口
周
辺
フ
レ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
計
画
｣
の
ス
タ
ー
ト

･
静
岡
国
道
事
務
所
、
静
岡
県
、
静
岡
市
に
よ
り
構
成

す
る
検
討
会
の
立
ち
上
げ

･
対
象
地
区
は
J
R
静
岡
駅
北
口
周
辺

･
花
壇

･
フ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
設
置
、
グ
リ
ー
ン
ウ
オ
ー

ル
等
道
路
緑
化
、
待
ち
合
わ
せ
場
所
の
新
設
、
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
、
住
民
参
加
に
よ
る
維
持
管
理
･
運
営
手

法
の
検
討

◆
平
成
一
三
年
度
…

｢静
岡
駅
北
口
周
辺
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
検
討
会
W
S
｣
の
立
ち
上
げ

･
委
員
は
商
店
街
、
N
P
0
、
学
識
者
、
学
生
等
で
構

成
、
事
務
局
は
静
岡
県
、
静
岡
市
、
静
岡
国
道
事
務

所
･
対
象
地
区
は
国
道
一
号
を
挟
ん
で
駅
正
面
に
位
置
す

る
約
一
･
二
言
の
歩
道
部

･
休
憩
施
設

(待
ち
合
わ
せ
場
所
)
候
補
地
と
し
て
の

整
備
構
想
案
の
策
定

◆
平
成
一
四
年
度
…

｢静
岡
市
静
岡
駅
周
辺
地
区
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
｣
及
び

｢静
岡
駅
周
辺
交
通
環

境
改
善
計
画
｣
を
策
定

◆
平
成
一
五
年
度
"
国
道
一

号
沿
い
の
直
轄
事
業
と
併

せ
て
補
助
事
業
の

｢静
岡

駅
地
区
交
通
結
節
点
改
善

事
業
｣
が
同
時
採
択
さ
れ
、

事
業
化
。

.
｢
国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ

ッ

ク
｣
が
開
催
さ
れ
る
、

平
成

一
九
年
度
を
整
備

目
標
と
す
る
。

m it i広聡会
静岡市、他地区等一般市民
(H-1以降、年数回開催)

3

事
業
の
枠
組
み

の

事
業
の
構
成

静
岡
国
道
事
務
所
と
静
岡

市
は
連
携
し
、
静
岡
駅
の
交

通
結
節
機
能
の
向
上
を
図
る

た
め
、
静
岡
駅
地
区
交
通
結

節
点
改
善
事
業
と
し
て
以
下

の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

･
地
下
道
、
駅
前
広
場
、

目
歩
道
の
整
備
と
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
よ
る
、

高
齢
者
･
障
害
者
等
に

や
さ
し
い
歩
行
者
空
間

の
創
造

バ
ス
停
集
約
化
に
よ
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図 4 スロープ ･エレベータの設置

り
、
鉄
道

･
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
利
便
性
を
向
上

(静

岡
市
は
オ
ム
ニ
バ
ス
タ
ウ
ン
に
も
指
定
)

･
路
上
の
バ
ス
停
の
駅
前
広
場
へ
の
集
約
化
と
、
国
道

百
万
の
交
差
点
改
良
に
よ
る
交
通
渋
滞
の
緩
和

･
情
報
施
設
整
備
に
よ
る
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促

進
と
交
通
結
節
機
能
の
向
上

②

役
割
分
担

国
土
交
通
省
は
、
国
道
一
号
及
び
駅
前
広
場
の
地
下
空

間
を
対
象
に
、
道
路
事
業
に
よ
り
、
①
目
歩
道

･
地
下
道

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
整
備
、
②
情
報
提
供
施
設
の
整
備
、

③
国
道
一
号
交
差
点
の
整
備

(駅
前
広
場
整
備
に
併
せ
た

交
差
点
改
良
)
を
実
施
。

静
岡
市
は
、
駅
前
広
場
区
域
を
対
象
に
、
街
路
事
業
に
よ

り
、
①
バ
ス
･
タ
ク
シ
ー
乗
降
場
の
整
備
、
②
駅
前
歩
行
者

広
場
の
整
備

(新
設
の
地
下
駐
車
場
の
地
上
部
を
利
用
し
た

駅
前
広
場
の
拡
張
)
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

道行セ 2006.9 3!

4

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
取
組
み

(図
4
)

の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
ス
ロ
ー
プ
の
設
置

地
下
道
の
出
入
り
口
に
そ
れ
ぞ
れ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
･
ス

ロ
ー
プ
を
設
置
。
ま
た
、
地
下
道
内
の
段
差
を
ス
ロ
ー
プ

で
解
消
し
て
い
る
。

②

公
丑金
父
通
機
関
導
線
の
整
除
等

駅
正
面
中
央
に
歩
行
者
広
場
を
配
し
、
両
脇
に
バ
ス
及

び
タ
ク
シ
ー
乗
降
場
を
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
配
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
島
式
の
バ
ス
停
や
国
道
一
号
上
の
バ
ス
停
を

を孑き



整
理
。
こ
れ
に
よ
り
、
乗
降
場
の
安
全
性
や
利
用
し
や
す

さ
の
確
保
、
明
快
な
街
の
玄
関
空
間
の
形
成
、
交
通
動
線

の
整
除
を
実
現
し
た
。

ま
た
、
バ
ス
及
び
タ
ク
シ
ー
･
送
迎
者
用
の
出
入
り
口

を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
に
ま
と
め
、
交
差
点
部
の
交
通
混
雑
を

緩
和
し
た
。

㈱
誰
に
で
も
利
用
し
や
す
い
待
ち
合
わ
せ
場
所
の
設
置

地
下
道
出
口
に
、
待
ち
合
わ
せ
場
所
を
設
置
。
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
に
加
え
、
情
報
掲
示
板
や
多
機
能
ト
イ
レ
、
ペ
ン

チ
等
を
設
置
し
、
誰
に
で
も
利
用
し
や
す
い
駅
空
間
の
形

成
に
寄
与
し
て
い
る
。
名
称
は
公
募
に
よ
り
｢し
ず
マ
チ
｣

と
し
て
い
る
。

㈲

地
下
駐
車
場
の
設
置

地
下
道
を
介
し
て
駅
に
直
結
し
、
安
全
で
利
用
し
や
す

い
駐
車
場
を
設
置
。
駅
前
広
場
の
交
通
混
雑
の
解
消
に
も

寄
与
し
て
い
る
。
名
称
は
公
募
に
よ
り

｢
エ
キ
パ
｣
と
し

て
い
る
。

四

事
業
の
現
状

1

概
要

静
岡
駅
北
口
周
辺
の
整
備
と
し
て
、
地
下
部
と
地
上
部

の
整
備
を
進
め
る
計
画
で
、
地
下
部
に
つ
い
て
は
、
地
下

通
路
の
利
便
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
斜
路
の
設
置
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る

(図
5
･
6
)
。

ま
た
、
地
上
部
に
お
い
て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
考
え
方
に
基
づ
く
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
目
指
す
も
の

完成予想図 (斜路の設置)

で
あ
る
。

い
ず
れ
も
平
成
一
九
年
三

月
に
静
岡
で
開
催
さ
れ
る

国
際
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

(障
害
者
技
能
競
技
大
会
)
を
整

備
目
標
と
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

2

課
題

静
岡
駅
周
辺
と
い
う
人
や
交
通
が
集
中
す
る
状
況
で
、

既
に
あ
る
程
度
各
施
設
や
沿
道
の
整
備
が
整
っ
て
い
る
中

で
前
述
し
た
整
備
を
進
め
る
た
め
に
は
、
多
く
の
課
題
を

ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
主
な
課
題
は
次
の
通
り
で
あ

(エレベータ (地上部))

る

(図
7
)。

①

既
設
地
下
道
等
の
構
造
が
古
く
諸
元
が
不
明

②

一
日
五
、
0
0
0
人
以
上
の
地
下
道
利
用
者
の
迂

回
方
法

③

静
岡
市
事
業
の
静
岡
駅
北
口
広
場
事
業
と
の
調
整

④

共
同
溝
事
業
と
の
調
整

⑤

既
設
歩
道
形
態
の
混
在

⑥

既
設
電
線
共
同
溝
、
C
A
B
の
取
扱
い

⑦

沿
道
民
間
開
発
事
業
と
の
調
整

等

前
記
②
に
つ
い
て
は
、
既
設
地
下
道
が
昭
和
四
〇
年
代

前
半
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
民
間
に
よ
っ



7 課題箇所

て
構
築
さ
れ
た
構
造
物
で
あ
っ

た
事
が
判
明
し
、
構
造
諸
元
が

つ
か
め
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め

現
地
で
鉄
筋
探
査
や
壁
厚
調
査

を
実
施
し
、
設
計
照
査
を
進
め

て
い
る
。

ま
た
⑤
⑥
に
つ
い
て
は
、
整

備
区
間
内
の
歩
道
が
、
整
備
さ

れ
た
時
代
の
違
い
に
よ
り
歩
道

マ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
高
さ
が
五
~

二
五
m
ま
で
混
在
し
て
お
り
、

そ
の
高
さ
に
合
わ
せ
て
電
線
共

同
溝
や
C
A
B
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め

セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
型
の
歩
道
の
採

用
は
困
難
と
な
り
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
実
施
可

能
範
囲
で
の
現
実
的
な
施
策
で

整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
後
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決

し
、
目
標
ま
で
に
供
用
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

五

こ
れ
か
ら
の
試
み

静
岡
国
道
事
務
所
で
は
、
今

後
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
成
果
等

を
踏
ま
え
、
静
岡
駅
北
口
の
国
道
一
号
に
お
い
て
、
静
岡

駅
地
区
交
通
結
節
点
改
善
事
業
の
事
業
地
区
だ
け
で
な

く
、
周
辺
部
一
体
に
つ
い
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

考
え
方
を
反
映
し
た
道
路
空
間
整
備
を
推
進
す
る
考
え
で

あ
る
。

平
成
一
七
年
に
は
障
害
を
持
つ
五
人
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
よ
り
、
市
内
各
所
の
歩
道
緑
端
部
の
施
行
事
例
の
視
察

を
行
い
、
意
見
の
収
集
に
努
め
、
本
年
度
は
、
交
通
結
節

点
改
善
事
業
区
間
の
西
側
に
隣
接
す
る
約
一
蹴
を
対
象
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
者
の
視

点
を
反
映
し
た
、
よ
り
よ
い
歩
道
空
間
の
形
成
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
活
か
し
、
将
来
的
に
も
よ

り
よ
い
国
道
一
号
の
歩
道
環
境
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
検
討
課
題
に
応
じ
た
参
加
者
を
募
り
、
市
民

と
協
働
の
道
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

栄町 差

共同務穀嫡区間

1号特定経路



さ総
べ滋
ぞ‐

現
場
の
取
組
み
事
例

｢昶
滋
蘂
ぶ

然
き
藝
邁

謳
も
が
安
心
し
て
歩
き
や
す
い
み
ち
に

i
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
歩
道
整
備
事
業

(歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
対
策
)
i

神
戸
市
建
設
局
道
路
部
工
務
課

一

は
じ
め
に

神
戸
市
は
、
平
成
一
七
年
一
月
に
震
災
か
ら
一
〇
年
の

節
目
を
迎
え
、新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
一
人
年
二
月
一
六
日
に
は
、
神
戸
空
港
が

開
港
し
、
陸
か
ら
、
海
か
ら
、
そ
し
て
空
か
ら
、
人

･

物

･
情
報
の
交
流
が
活
発
化
し
、
ま
ち
が
新
た
な
歩
み
を

は
じ
め
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
一
七
年
六
月
に
震
災
と
復
興
過

程
の
経
験
や
教
訓
を
生
か
し
た
、
こ
れ
か
ら
の
神
戸
づ
く

り
の
指
針

｢神
戸
2
0
1
0
ビ
ジ
ョ
ン
｣
を
策
定
し
、
二

0
一
〇
年
の
神
戸
の
将
来
像
で
あ
る

｢豊
か
さ
創
造
都
市

こ
う
べ
｣
の
実
現
に
む
け
て
、

一
二
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
設
定
し
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
と
し
て
｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
実
現
プ
ラ
ン
｣

を
掲
げ
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
、
ユ
ニ

備
事
業
｣
に
着
手
し
ま
し
た
。
ま
た
、
身
近
な
み
ち
の
バ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

(U
D
)
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た

リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
に
つ
い
て
小
学
校
の
授
業
で
学
ん
で

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

い
た
だ
く

｢み
ち
の
学
校
｣
を
開
催
す
る
な
ど
、
ソ
フ

道
路
の
取
組
み
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る

｢交
通
バ
リ
ア

ト
･
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
、
｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
歩
道
整
備
事

フ
リ
ー
法
｣
に
基
づ
き
、
平
成
一
四
年
に

｢神
戸
市
交
通

業
｣
と
し
て
、
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
て
い

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
｣
を
策
定
し
、
同
時
に
道
路
の

ま
す
。

構
造
基
準
と
な
る

｢神
戸
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
道
路
整
備
マ

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

道
路
の
取
組
み
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る

｢交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
｣
に
基
づ
き
、
平
成
一
四
年
に

｢神
戸
市
交
通

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
｣
を
策
定
し
、
同
時
に
道
路
の

構
造
基
準
と
な
る

｢神
戸
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
道
路
整
備
マ

ニ
ュ
ア
ル
｣
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
基
づ
き
、
重

占
整
備
地
区
の
特
定
経
路
に
つ
い
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

策
を
進
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
一
人
年
度
か
ら
は
、
重
点
整
備
地
区
以

外
の
生
活
に
密
着
し
た
歩
道
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
み
な

さ
ま
と
と
も
に
U
D
の
視
点
か
ら
み
ち
を
点
検
し
、
そ
の

意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
段
差
や
波
打
ち
、
根
上
が
り

な
ど
の
対
策
を
総
合
的
に
実
施
す
る

｢あ
ん
し
ん
歩
道
整

二

交
通
バ
リ
ア
フ
U
I
道
路
特
定
事
業

,
重
点
整
備
地
区
で
の
取
組
み
;

ー

特
定
経
路
の
整
備

｢神
戸
市
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
｣
で
は
、
三

宮
、
元
町
、
神
戸
、
垂
水
の
四
地
区
を
重
点
整
備
地
区
と

し
て
指
定
し
ま
し
た

(図
参
昭
巴
。

こ
れ
ら
の
地
区
内
で
は
、
特
定
経
路

(主
要
な
鉄
道
駅
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‐図 重点整備地区 (三宮 ･元町 ･神戸)

舎
等
と
周
辺
の
主
要
施
設
間
の
移
動
経
路
で
、
高
齢
者
、

身
体
障
害
者
の
円
滑
な
移
動
を
確
保
す
べ
き
経
路
)
を
約

二
0
m
を
指
定
し
、
歩
道
の
段
差
解
消
や
エ
レ
ベ
ー
タ
設

置
な
ど
の
対
策
が
必
要
な
箇
所
に
つ
い
て
、
事
業
計
画
を

策
定
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

2

地
形
特
性
に
応
じ
た
整
備

本
市
の
市
街
地
は
、
海
と
山
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
坂
道
が
多
い
と
い
う
制
約
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

以
下
の
取
組
み
に
よ
り
、
地
形
特
性
に
応
じ
た
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

①

坂
道
な
ど
の
基
準
に
あ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い

経
路
に
つ
い
て
は
、
特
定
経
路
に
準
じ
る
経
路

(準

特
定
経
路
)
と
し
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
可
能

な
限
り
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進

②

急
な
坂
道
で
は
、
ベ
ン
チ
や
手
す
り
を
設
置

(写

真
ー
･
2
)

③

車
椅
子
利
用
者
の
自
走
が
困
難
な
縦
断
勾
配

(五
%
以
上
の
長
い
坂
道
、
八
%
以
上
の
坂
道
等
)

に
つ
い
て
、
｢勾
配
○
○
%
｣
｢助
け
合
い
ま
し
ょ
う
｣

の
補
助
標
識
を
設
置

(写
真
3
)

3

整
備
事
例

事̂
例
1
M
駅
周
辺
の
対
策
〉

現
場
は
、
神
戸
の
中
心
で
、
J
R
･
阪
急
･
阪
神
･

地
下
鉄
の
駅
や
バ
ス
停
等
が
集
中
す
る
交
通
の
結
節
点

＼き
入
＼

＼?

神戸駅

交通バリアアリ



写真 1 ベンチの設置状況

で
す
。
施
工
前
は
、
写
真
4
の
よ
う
に
、
シ
ェ
ル
タ
ー

が
老
朽
化
し
、
歩
車
道
境
界
に
壁
が
あ
り
、
全
体
的
に

暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と
と
も
に
、歩
道
幅
員
が
狭
く
、

ピ
ー
ク
時
に
は
、
歩
き
づ
ら
い
箇
所
で
し
た
。
ま
た
、

駐
停
車
禁
止
で
す
が
、
様
々
な
対
策
に
も
か
か
わ
ら
ず

客
待
ち
タ
ク
シ
ー
が
多
く
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
の
対
策
と
し
て
は
、
①
シ
ェ
ル
タ
ー
の
増
改

築
や
照
明
灯
の
増
設
、
②
横
断
歩
道
の
移
設
、
③
白
色

系
の
舗
装
材
の
採
用
、
④
タ
ク
シ
ー
乗
場
の
設
置

等

を
実
施
し
ま
し
た

(写
真
5
)。

タ
ク
シ
ー
乗
場
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
地
元
、
公
安

委
員
会
、
タ
ク
シ
ー
協
会
と
、
設
置
後
の
客
待
ち
対
策

も
含
め
調
整
を
行
い
ま
し
た
。
利
用
者
か
ら
は
明
る
く

歩
き
や
す
く
な
っ
た
と
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

へ事
例
2
"急
勾
配
で
雨
天
に
滑
り
や
す
い
歩
道
の
対
策
〉

現
場
は
、
神
戸
駅
か
ら
体
育
館
や
文
化
ホ
ー
ル
、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
を
結
ぶ
道
路
で

す
。
こ
の
歩
道
は
、
タ
イ
ル
舗
装
で
、
ま
た
縦
断

.
横

断
勾
配
が
急
で
あ
る
た
め
、
雨
の
日
は
通
行
し
づ
ら
い

状
況
で
し
た
。
こ
の
対
策
と
し
て
は
、
①
歩
道
の
勾
配

修
正
、
②
透
水
性
舗
装
の
採
用
、
③
植
栽
帯
を
利
用
し

た
ベ
ン
チ
の
設
置
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
近
く
の
施
設

利
用
者
か
ら
は
ベ
ン
チ
が
で
き
て
あ
り
が
た
い
と
の
声

を
頂
い
て
い
ま
す

(写
真
6

･
7
)
。

写真 5 シェルター改良後

写真 4 シェルター改良前

写真 3 補助標識

　 　 　 　 　　
　　　　　 　　 　　 　　　　
　　　　　　　　

　 　　　　　 　
　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　　
写真2 手すりの設置状況



三

あ
ん
し
ん
歩
道
整
備
事
業

,
重
点
整
備
地
区
以
外
で
の
取
組
み
j

平
成
一
八
年
度
か
ら
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
歩
け
る
み

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、
市
内
全
域
を
対
象
と
し

て
、
｢あ
ん
し
ん
歩
道
｣
の
整
備
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

写真 7 改良後 (右上 "植栽帯を利用したベンチの設置)

写真 8 みちの点検状況

1

歩
道
の
段
差
解
消

平
成
二
三
年
度
ま
で
に
、
乗
降
客
数
五
、
0
0
0
人
以

上
の
駅

(五
九
駅
)
と
主
要
施
設
を
結
ぶ
歩
道
に
お
い
て
、

段
差
な
ど
を
解
消
し
て
い
く
計
画
で
す
。
ま
た
、
整
備
に

あ
た
っ
て
は
、区
役
所
や
保
健
福
祉
局
と
の
連
携
の
も
と
、

地
域
の
高
齢
者
、
視
覚
障
害
者
、
車
椅
子
利
用
者
、
ベ
ビ

ー
カ
ー
利
用
者
な
ど
様
々
な
方
々
に
参
画
い
た
だ
き
、
み

ち
を
点
検
し
た
う
え
で
、
整
備
路
線
や
整
備
内
容
を
決
定

し
、
対
策
の
実
施
を
進
め
て
い
ま
す

(写
真
8
)。

2

波
打
ち
歩
道
の
改
良

車
の
乗
り
入
れ
な
ど
に
よ
り
生
じ
て
い
る
波
打
ち
歩
道

に
つ
い
て
、
六
甲
山
山
麓
部
や
、
高
齢
化
の
高
い
地
域
を

中
心
に
、
緊
急
に
着
手
す
る
必
要
が
あ
る
箇
所
か
ら
順
次

改
良
を
行
う
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
な
歩
道
は
、
生
活
道
路
を
中
心
に
市
内
で
約

三
六
節
あ
り
、
本
年
度
は
、
そ
の
う
ち
七
路
線
に
つ
い
て
、

周
辺
住
民
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
整
備
を
進
め
て
い
ま

す

(写
真
9
･
め
)。

;首分〒}】そ つnnハQ ?7

写真10 波打ち歩道の改良イメージ

写真 6 改良前



3

照
明
等
の
増
設
･
照
度
ア
ッ
プ

本
市
で
は
、
昭
和
三
九
年
か
ら

｢光
の
ま
ち
神
戸
｣
運

動
と
し
て
街
路
灯
の
整
備
に
努
め
、
現
在
、
約
一
五
万
七
、

0
0
0
灯
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、

子
供
が
犯
罪
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が
全
国
で
発
生

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
み
ち
を
よ
り
明
る
く
す
る
こ

と
へ
の
要
望
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
平
成
一
人
年
度
か
ら
、
夜
間
に
道
路
を
よ

り
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
方
々
と
合
同
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
暗
が
り
箇
所
の
把
握
を
行
い
、
街
路

灯
の
増
設
、
照
度
ア
ッ
プ

(二
O
W
↓
三
二
W
)
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
家
庭
で
の
門
灯
の
点
灯
に
つ
い
て

協
力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す

(写
真
=
)。

4

点
検
等
に
よ
る
ご
意
見

み
ち
の
点
検
の
他
、
全
小
学
校
区
へ
潜
在
的
危
険
箇
所

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
表
の
よ
う
な
様
々
な

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

四

お
わ
り
に

人
に
や
さ
し
い
み
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

利
用
す
る
方
々
に
ど
の
よ
う
な
道
が
必
要
か
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
、
整
備
内
容
を
固
め
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
障
害
者
や
高
齢
者
の

方
々
を
交
え
た
み
ち
の
点
検
で
は
、
日
頃
気
づ
く
こ
と
の

で
き
な
い
視
点
か
ら
の
ご
意
見
を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
ご
意
見
は
、
三

4
で
ご
紹
介
し
た
様
に
、

表 点検等によるご意見
主なご意見

視
覚
障
害
者
等

舗装と車止め等の色が同系色で見えにくい。

でま
い
設施要

o

主
い
や
し
場
ほ
り
て
乗
し
一
置
シ
設
ク
続
タ
連
･
呑
む

停
ク
ス
ツ
バ
ロ
ら
ブ
か
導
駅
誘

歩車道境界は
、
ある程度
、
段差がある方がわかりやすい。

腱輪マナーが悪く、
通行障害になる

。

没前等に音声誘導があれば
、
わかりやすい。

横断歩道に点字ブロックを設置してほしい (エスコートゾーン)。

車
椅
子
利
用
者

･
高
齢
者
等

歩道の横断 ･ 横断勾配がきつい。
波打ち歩道等で通行しくこくい。

特に
、
狭い歩道の誘導ブロックの連続設置はつまずきやすい。

る九盛
ず
害
や
陣
し
次
行
二
通

、
、あり

が
あ
方
がか饑

は
に
差
首
段

、
珍花
境
あ
道
が
車
差
歩
段

歩道内の電柱が障害になり
、
通行ができない。

休憩できるベンチ等を設置してほしい“

根上がりとこより、
舗装が損傷し通行の障害になる。

い
た
だ
く
ご
意
見
は
、
障
害
の
状
況
な
ど
に

よ
っ
て
、
内
容
も
異
な
り
、
一
見
相
反
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
多
様
化
し

た
ニ
ー
ズ
を
調
整
し
な
が
ら
、
だ
れ
も
が
利

用
し
や
す
い
道
と
し
て
納
得
し
て
い
た
だ
け

る
整
備
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
本
事
業
の
大

き
な
目
標
で
あ
り
、
醍
醐
味
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
今
回
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
よ
う
な
進
め
方
が
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会

の
実
現
に
む
け
た
道
路
側
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
本
市
に
お
け
る
取
組
み
に

つ
い
て
、
各
道
路
管
理
者
や
様
々
な
ご
利
用

者
の
方
々
か
ら
、
ご
意
見
や
ご
提
案
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

写真= 地域の方々との夜間合同パトロール



〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
七
年
三
月
二
三
日

千
葉
地
方
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

(被
告
控
訴
)

〔控
訴
審
判
決
〕
平
成
一
七
年
七
月
二
八
日

東
京
高
等
裁
判
所

請
求
一
部
認
容

(確
定
)

は
じ
め
に

国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理
の

瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て

い
る
こ
と
を
い
い
、
瑕
疵
が
あ
っ
た
か
否
か
は
、
当
該
営

造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状
況
等
諸

般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的
に
判
断
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
事
例
紹
介
は
、タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車
が
走
行
中
、

対
向
車
と
す
れ
違
う
た
め
に
路
肩
に
寄
っ
た
際
、
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
た
路
肩
部
分
が
崩
落
し
、
車
両
が
路
肩

か
ら
道
路
外
に
転
落
し
た
事
故
に
お
い
て
、
国
家
賠
償
法

　　 　　 　
“
㈹
‐ - ㈱

二
条
一
項
に
基
づ
き
、
車
両
修
理
費
等
の
損
害
金
の
支
払

を
求
め
た
事
例
を
取
り
上
げ
、
道
路
の
通
常
有
す
べ
き
安

全
性
に
つ
い
て
の
裁
判
所
に
お
け
る
判
断
を
紹
介
す
る
こ

と
と
す
る
。

一
事
案
の
概
要

本
件
は
、
原
告
が
、
被
告
に
対
し
、
被
告
が
管
理
す
る

県
道
千
葉
八
街
横
芝
線

(県
道
二
二
号
線
。
以
下
｢本
件

道
路
｣
と
い
う
。)
の
千
葉
県
山
武
郡
山
武
町
道
路

(以

下

｢本
件
事
故
現
場
｣
と
い
う
。
)
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
面
に
ひ
び
割
れ
が
生
じ
る
な
ど
し
て
、
本
件
道
路
を
通

行
す
る
車
両
の
交
通
の
危
険
が
生
じ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
被
告
に
お
い
て
修
繕
等
の
適
切
な
措
置
を
執
ら
な

か
っ
た
た
め
、
原
告
が
所
有
す
る
大
型
貨
物
自
動
車

(タ

ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車
。
以
下

｢原
告
車
両
｣
と
い
う
。)
が

本
件
道
路
の
本
件
事
故
現
場
付
近
を
走
行
中
、
対
向
車
と

す
れ
違
う
た
め
に
路
肩
に
寄
っ
た
際
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
さ
れ
た
路
肩
部
分
が
崩
落
し
、
原
告
車
両
が
路
肩

か
ら
道
路
外
に
転
落
す
る
事
故

(以
下

｢本
件
事
故
｣

と
い
う
。)
が
発
生
し
た
旨
主
張
し
て
、
国
家
賠
償
法
二

条

一
項
に
基
づ
き
、
車
両
修
理
費
等
の
損
害
金
合
計
六

九
〇
万
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
本
件
事
故
の
発
生
日
か

ら
支
払
済
み
ま
で
民
法
所
定
の
年
五
分
の
割
合
に
よ
る

遅
延
損
害
金
の
支
払
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

1

前
提
事
実

①
当
事
者
等

ア

原
告
は
、
貨
物
自
動
車
に
よ
る
運
送
事
業
等
を

行
う
株
式
会
社
で
あ
り
、
A
は
、
原
告
の
従
業
員

で
あ
り
、
大
型
免
許
及
び
大
型
特
殊
免
許
等
を
有

し
、
大
型
貨
物
自
動
車
を
運
転
し
て
タ
イ
ヤ
の
原

料
と
な
る
カ
ー
ボ
ン
の
輸
送
業
務
に
従
事
し
て
い

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車
が
路
肩
か
ら
道
路
外
に
転
落
し
た

事
故
に
お
い
て
道
路
の
管
理
瑕
疵
が
争
わ
れ
た
事
例

ー
千
葉
県
道
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
転
落
損
害
賠
償
請
求
事
件
-

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦



　　
　
き
　向

≠　　
　

脱
輪
箇
所

搬 5.05m

リ

獅舗装幅員 4.9m

図

た
者
で
あ
る
。

イ

被
告
は
、
千
葉
市
中
央
区
本
町
か
ら
千
葉
県
山
武

郡
横
芝
町
横
芝
に
至
る
本
件
道
路

(起
点
部
に
お
け

る
国
道
五
一
号
線
及
び
終
点
部
に
お
け
る
国
道
一
二

六
号
線
と
の
重
用
部
分
を
除
く
。)
約
二
五
･
三
皿

を
管
理
す
る
者
で
あ
る
。

②
本
件
道
路
及
び
本
件
事
故
現
場
付
近
の
状
況

ア

本
件
道
路
は
、
市
街
地
区
域
内
で
は
、
車
道
中
央

線
が
引
か
れ
、
車
道
幅
員

(車
道
外
側
線
か
ら
反
対

側
の
車
道
外
側
線
ま
で
)
は
約
六
･
五
m
あ
る
が
、

市
街
地
区
域
外
で
は
、
車
道
中
央
線
が
な
く
、
車
道

幅
員
が
狭
く
な
っ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

イ

本
件
事
故
現
場
か
ら
松
尾
町
･
横
芝
町
方
面
に
二

〇
〇
0
m
、
八
街
市
.･
千
葉
市
方
面
に
四
五
0
m
の

区
間
は
、
市
街
地
区
域
外
で
あ
り
、
本
件
道
路
の
車

道
幅
員
は
四
･
六
m
な
い
し
四

･
九

m
と
な
っ
て
お

り
、
車
道
幅
員
が
途
中
か
ら
減
少
す
る
こ
と
を
表
示

す
る
た
め
、
松
尾
町
側
の
幅
員
減
少
始
点
の
手
前
五

0
m
な
い
し
二
五
0
m
の
区
間
に

｢幅
員
減
少
｣
の

警
戒
標
識
が
三
基
設
置
し
て
あ
る
。

ウ

本
件
道
路
は
、
本
件
事
故
現
場
付
近
で
は
、
両
側

が
山
林
で
あ
り
、
盛
り
土
を
し
て
造
成
さ
れ
て
い
て

両
側
山
林
部
分
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。
本
件
事
故

現
場
付
近
の
本
件
道
路
の
状
況
は
、
お
お
む
ね
図
1

記
載
の
と
お
り
で
あ
り
、
車
道
部
分
約
四
･
六
m
及

び
車
道
部
分
両
側
の
路
肩
部
分
各
約
0
･
一
五
m
は

至千葉･八街



ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
さ
れ
て
い
る
が
、
路
肩
部
分

の
外
側
に
あ
る
保
護
路
肩
は
未
舗
装
で
あ
り
、
保
護

路
肩
か
ら
道
路
下
の
両
側
が
山
林
に
接
続
す
る
本
件

道
路
の
法
面
は
、
土
留
め
が
な
く
土
が
露
出
し
て
雑

草
が
生
え
て
い
る
。
保
護
路
肩
は
、
松
尾
町
方
面
か

ら
八
街
市
方
面
に
向
か
っ
て
左
側
が
○
･
一
五
m
、

右
側
が
〇
･
八
m
で
あ
る
。

③
本
件
事
故
の
発
生

ア

日
時
･･･平
成
一
四
年
五
月
一
四
日
午
後
0
時
二
〇

分
な
い
し
三
五
分
こ
ろ

イ

場
所
･･･山
武
郡
山
武
町
本
件
道
路
上

(本
件
事
故

現
場
)

ウ

内
容
･･･A
が
運
転
す
る
原
告
車
両
が
、
本
件
道
路

を
松
尾
町
方
面
か
ら
八
街
市
方
面
へ
進
行

中
、
本
件
事
故
現
場
に
お
い
て
、
本
件
道

路
の
進
行
方
向
に
向
か
っ
て
左
側
の
道
路

外
に
転
落
し
、
横
倒
し
の
状
態
に
な
っ
た
。

⑥
本
件
事
故
後
、
本
件
事
故
現
場
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

装
さ
れ
た
路
肩
部
分
及
び
未
舗
装
の
保
護
路
肩
部
分
が

長
さ
約
一
三
･
八
m
に
わ
た
っ
て
崩
落
し
て
い
た
。

③
原
告
車
両
は
、
お
お
よ
そ
図
2
の
よ
う
な
形
状
で
あ

り
、
両
側
そ
れ
ぞ
れ
に
シ
ン
グ
ル
タ
イ
ヤ
の
前
輪
及
び

ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
の
後
輪
二
対
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
原

告
車
両
の
本
件
事
故
当
時
の
総
重
量
は
二
0
、
八
四
0

糖
、
長
さ
は

=
･
三
二
m
、
車
幅
が
二
･
四
九
m
、

車
高
が
三
･
六
m
で
あ
る
。

シェルタ右側つぶれ小 (2ヵ所)

ブラケットとダンプヒンジ部に当り発生

タンク左側後方凹部 (最大150m m )

タンク左側にf5m mズレ (安全棒当り)
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二

主
な
争
点
と
当
事
者
の
主
張

本
件
の
主
な
争
点
は
、
①
本
件
事
故
の
態
様
、
②
本
件

道
路
の
管
理
の
瑕
疵
の
有
無
、
③
本
件
事
故
に
よ
る
原
告

の
損
害
の
有
無
及
び
額
、
④
過
失
の
有
無
及
び
割
合
で
あ

り
、
主
な
争
点
に
関
す
る
当
事
者
双
方
の
主
張
は
、
以
下

の
と
お
り
で
あ
る
。

ー

争
点
①

(本
件
事
故
の
態
様
)
に
つ
い
て

①
原
告
の
主
張

本
件
事
故
は
、
A
が
、
本
件
道
路
を
原
告
車
両
を
運
転

し
て
進
行
中
、
本
件
事
故
現
場
に
差
し
か
か
っ
た
際
、
対

向
車
と
す
れ
違
う
た
め
、
原
告
車
両
を
時
速
一
〇
な
い
し

二
〇
皿
/
h
で
徐
行
し
て
運
転
し
、
本
件
道
路
左
端
の
未

舗
装
の
保
護
路
肩
に
若
干
乗
り
入
れ
、
対
向
車
が
通
過
し

た
後
に
、
車
道
に
復
帰
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
原
告
車

両
の
左
後
輪
が
接
地
し
て
い
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
路

肩
部
分
が
崩
落
し
た
た
め
、
原
告
車
両
が
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
て
、
左
側
後
輪
か
ら
ひ
き
ず
ら
れ
る
よ
う
に
道
路
下
に

転
落
し
た
と
い
う
態
様
で
あ
る
。

②
被
告
の
主
張

本
件
事
故
は
、
A
が
、
重
量
制
限
及
び
車
幅
制
限
に
違

反
す
る
原
告
車
両
を
運
転
し
て
本
件
道
路
に
進
入
し
、
制

限
速
度
を
は
る
か
に
超
え
る
時
速
四
九
な
い
し
八
0
m
/

h
の
高
速
度
で
走
行
し
、
対
向
車
を
避
け
る
た
め
、
路
肩

通
行
制
限
に
違
反
し
て
左
側
前
後
輪
を
保
護
路
肩
に
脱
輪

さ
せ
て
通
行
し
な
が
ら
、
急
制
動
を
す
る
と
と
も
に
急
激

に
左
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
原
告
車
両
が

道
路
外
に
転
落
し
、
そ
の
際
、
原
告
車
両
底
部
等
が
舗
装

さ
れ
た
路
肩
の
側
端
部
に
接
触
し
て
舗
装
さ
れ
た
路
肩
部

分
及
び
未
舗
装
の
保
護
路
肩
部
分
が
損
壊
し
た
と
い
う
態

様
で
あ
り
、
原
告
の
目
損
事
故
で
あ
る
。

2

争
点
②(本
件
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
の
有
無
)
に
つ
い
て

①
原
告
の
主
張

道
路
管
理
者
は
、
道
路
を
良
好
な
状
態
で
維
持
し
、
事

故
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
道
路
の
破
損
等
に
よ
り
交
通

の
危
険
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
た
だ
ち
に
補
修
し
、
そ

の
他
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
義
務
を
負
う
。
本
件
道
路

は
、
ダ
ン
プ
街
道
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
大
型
車
両
が
頻
繁
に

通
行
す
る
道
路
で
あ
る
と
こ
ろ
、
本
件
事
故
現
場
付
近
で

は
十
数
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
本
件
道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
面
に
ひ
び
割
れ
が
生
じ
て
お
り
、
大
型
車
両
が
通

行
す
る
際
に
本
件
道
路
が
崩
壊
す
る
危
険
性
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
被
告
は
、
大
型
車
両
が
通
行
し
て
も
そ
の

重
さ
に
十
分
に
耐
え
得
る
よ
う
、
本
件
道
路
の
ひ
び
割
れ

が
生
じ
た
部
分
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
下
部
の
土
壌
が
流

出
し
て
支
持
基
盤
を
失
っ
て
い
る
部
分
を
補
修
し
、又
は
、

そ
の
よ
う
な
補
修
が
な
さ
れ
な
い
間
、
標
識
等
に
よ
り
一

定
以
上
の
重
量
を
有
す
る
車
両
の
通
行
を
制
限
す
る
な
ど

の
措
置
を
講
ず
べ
き
責
務
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被

告
は
い
ず
れ
の
措
置
も
講
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

被
告
に
お
い
て
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い

う
べ
き
で
あ
る
。

②
被
告
の
主
張

ア

被
告
は
、
毎
月
四
回
以
上
本
件
道
路
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
道
路
の
損
壊
状
況
を
確
認
し
、
車
両

の
通
常
の
通
行
に
支
障
が
な
い
よ
う
修
繕
等
の
措
置

を
行
っ
て
い
る
。
本
件
道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

面
の
ひ
び
割
れ
に
つ
い
て
は
、
事
故
発
生
の
危
険
が

あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
修
繕
を
行
っ
て

い
な
い
。

イ

車
両
の
重
量
制
限
及
び
車
幅
制
限
は
、
車
両
制
限

令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、そ
の
効
果
は
、

道
路
管
理
者
の
処
分
を
待
た
な
い
で
発
生
し
、
被
告

が
道
路
標
識
に
よ
っ
て
明
示
す
る
必
要
は
な
い
。
な

お
、
被
告
は
、
｢幅
員
減
少
｣
の
警
戒
標
識
を
設
置

し
、
車
両
運
転
者
に
対
し
、
本
件
道
路
の
車
道
幅
員

が
減
少
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
注
意
を
喚
起
し
て
い

る
o

ウ

事
故
が
道
路
管
理
者
の
通
常
予
測
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
行
動
に
起
因
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
場
合

に
は
、
道
路
に
瑕
疵
が
あ
る
も
の
と
し
て
こ
れ
を
道

路
管
理
者
の
責
任
に
帰
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
こ

ろ
、
本
件
事
故
は
、
前
記
ー
②
の
と
お
り
、
被
告
に

は
予
測
で
き
な
い
A
の
異
常
か
つ
無
謀
な
運
転
行
為

に
起
因
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
本
件

道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き



な
い
。

3

争
点
③

(本
件
事
故
に
よ
る

原
告
の
損
害
の
有
無
及
び
額
)
に
つ
い
て

【略
】

4

争
点
④

(過
失
の
有
無
及
び
割
合
)
に
つ
い
て

の
被
告
の
主
張

A
は
、
前
記
ー
②
の
と
お
り
、
本
件
道
路
の
重
量
制
限

及
び
車
幅
制
限
に
違
反
し
て
本
件
道
路
に
進
入
し
、
速
度

制
限
及
び
路
肩
通
行
制
限
に
違
反
し
て
高
速
度
で
保
護
路

肩
を
通
行
す
る
な
ど
異
常
か
つ
無
謀
な
運
転
を
し
て
本
件

事
故
を
惹
起
し
た
も
の
で
あ
る
し
、
原
告
は
、
国
土
交
通

大
臣
か
ら
貨
物
自
動
車
運
送
業
に
つ
い
て
の
許
可
を
受
け

た
事
業
者
で
あ
る
か
ら
、
自
己
の
責
任
に
お
い
て
道
路
法

令
を
遵
守
し
、
運
転
者
に
対
し
て
走
行
す
べ
き
道
路
を
指

定
す
る
な
ど
の
指
導
監
督
を
す
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
な
ん
ら
の
指
導
監
督
も
し
な
い
ま
ま
、
A
に
運
転

経
路
の
選
択
を
任
せ
、
本
来
走
行
す
べ
き
で
は
な
い
本
件

道
路
を
走
行
さ
せ
、
本
件
事
故
を
惹
起
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
、
本
件
事
故
の
発
生
に
は
、
原
告
側
に
責
任
が
あ

る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

②
原
告
の
主
張

被
告
の
主
張
は
、
争
う
。

ア

原
告
車
両
の
重
量
制
限
違
反
は
極
め
て
軽
微
な
も

の
で
あ
る
。

イ

本
件
道
路
の
う
ち
、
車
道
幅
員
が
四
･
六
m
ま
で

狭
く
な
っ
て
い
る
の
は
本
件
事
故
現
場
付
近
を
含
む

ご
く
一
部
で
あ
り
、
本
件
道
路
全
体
と
し
て
は
、
原

告
車
両
が
通
行
す
る
の
に
十
分
な
幅
員
が
と
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
車
両
が
本
件
道
路
を
通

行
す
る
こ
と
は
、
車
幅
制
限
に
違
反
し
な
い
と
い
う

べ
き
で
あ
る

ウ

A
に
速
度
制
限
違
反
は
な
い
。
A
は
、
急
制
動
も

し
て
い
な
い
し
、
急
激
に
左
に
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た

も
の
で
も
な
い
。

エ

A
は
、
対
向
車
と
安
全
に
す
れ
違
う
た
め
に
や
む

を
得
ず
保
護
路
肩
に
進
入
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

同
人
が
保
護
路
肩
を
走
行
し
た
こ
と
は
こ
と
さ
ら
に

非
難
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

三

主
な
争
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

※

千
葉
地
裁
の
判
断
を
東
京
高
裁
支
持

(以
下
に
掲

げ
る
判
断
理
由
は
、
東
京
高
裁
に
よ
る
訂
正
後
の
も

の
。)

主

文

1

被
告
は
、
原
告
に
対
し
、
一
三
九
万
円
及
び
こ
れ
に

対
す
る
支
払
済
み
ま
で
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を

支
払
え
。

2

原
告
の
そ
の
余
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

1

争
点
①

(本
件
事
故
の
態
様
)
に
つ
い
て

【略
】

2

争
点
②(本
件
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
の
有
無
)
に
つ
い
て

①
国
家
賠
償
法
二
条
一
項
の
営
造
物
の
設
置
又
は
管
理

の
瑕
疵
と
は
、
営
造
物
が
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠

い
て
い
る
こ
と
を
い
い
、
瑕
疵
が
あ

っ
た
か
否
か
は
、

当
該
営
造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用

状
況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的

に
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る

(最
高
裁
昭
和
四
五
年
八

月
二
〇
日
第
一
小
法
廷
判
決
･
民
集
二
四
巻
九
号
三
一

六
八
頁
、
最
高
裁
昭
和
五
三
年
七
月
四
日
第
三
小
法
廷

判
決
･
民
集
三
二
巻
五
号
八
〇
九
頁
参
昭
巴
。

②
各
証
拠
及
び
弁
論
の
全
趣
旨
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
事

実
が
認
め
ら
れ
る
。

ア

本
件
道
路
は
、
盛
り
土
さ
れ
、
周
辺
の
山
林
よ
り

も
路
面
が
少
し
高
く
な
っ
て
い
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
転
落
防
止
用
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い

た
が
、
本
件
車
両
が
転
落
し
た
地
点
に
は
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
等
は
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

イ

本
件
事
故
当
時
、
原
告
車
両
進
行
方
向
に
向
か
っ

て
左
側
の
路
肩
部
分
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
面
に

ひ
び
割
れ
が
生
じ
、
舗
装
面
下
部
の
土
砂
が
流
出
し

て
い
る
部
分
が
あ
っ
た
。

ウ

本
件
道
路
の
保
護
路
肩
は
、
も
と
も
と
舗
装
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
上
、
本
件
道
路
の
法
面
は
、
土
留
め

が
な
く
土
が
露
出
し
て
雑
草
が
生
え
た
状
態
だ
っ

た
。



エ

本
件
道
路
は
、
総
重
量
が
二
0
t
を
超
え
る
車
両

及
び
車
幅
が
二
･
三
m
を
超
え
る
車
両
の
通
行
が
禁

止
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
旨
表
示
し
た
道
路
標
識
は

設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

オ

本
件
道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
面
上
の
車
道
外

側
線
は
消
え
か
か
っ
て
お
り
、
車
道
部
分
と
路
肩
部

分
の
区
別
は
判
然
と
し
な
か
っ
た
。

力

本
件
道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
面
は
未
舗
装
の

保
護
路
肩
と
接
し
て
い
て
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
に
よ

り
区
分
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

キ

本
件
道
路
は
、
ダ
ン
プ
街
道
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

貨
物
を
積
載
し
た
大
型
車
両
に
よ
り
、
渋
滞
す
る
国

道
の
迂
回
路
と
し
て
頻
繁
に
利
用
さ
れ
、
そ
れ
ら
の

車
両
は
、
対
向
車
と
す
れ
違
う
た
め
、
本
件
道
路
の

路
肩
部
分
に
乗
り
入
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

③
上
記
②
の
認
定
事
実
等
、
殊
に
、
①
本
件
道
路
の
路

肩
部
分
は
、
そ
の
構
造
上
、
舗
装
部
分
も
未
舗
装
の
保

護
路
肩
の
部
分
も
崩
落
し
や
す
い
状
態
で
あ
り
、
現
実

に
重
量
制
限
の
二
0
t
を
や
や
オ
ー
バ
ー
す
る
総
重
量

の
原
告
車
両
が
乗
っ
た
こ
と
に
よ
り
路
肩
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
及
び
保
護
路
肩
が
崩
落
し
た
も
の
で
あ
り
、

②
本
件
道
路
に
は
重
量
制
限
や
車
幅
制
限
等
の
交
通
規

制
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
旨
明
示
し
た
標
識
等
が
な

い
た
め
、
そ
れ
ら
の
規
制
が
遵
守
さ
れ
に
く
い
状
況
で

あ
り
、
③
路
面
上
、
車
道
と
路
肩
を
区
別
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
り
、
舗
装
部
分
と
未
舗
装
部
分
の
間
に
も
何

ら
障
害
物
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
件
道
路
を
通
行

す
る
車
両
が
本
件
道
路
の
路
肩
部
分
や
保
護
路
肩
部
分

に
乗
り
入
れ
て
走
行
す
る
こ
と
が
容
易
に
予
測
し
得
る

状
況
に
あ
り
、
④
実
際
に
も
、
貨
物
を
積
載
し
た
大
型

車
両
が
本
件
道
路
に
侵
入
し
、
対
向
車
と
す
れ
違
う
た

め
本
件
道
路
の
路
肩
部
分
や
保
護
路
肩
に
立
ち
入
り
走

行
し
て
い
た
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
被
告
と
し
て

は
、
本
件
現
場
の
本
件
道
路
の
路
肩
部
分
を
車
両
が
通

行
し
、
通
行
車
両
の
重
量
に
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た
路

肩
部
分
が
崩
落
し
、
こ
れ
と
と
も
に
通
行
車
両
が
道
路

外
に
転
落
す
る
事
故
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と

を
予
見
し
て
、
直
ち
に
路
肩
部
分
を
修
繕
す
る
な
ど
適

切
な
措
置
を
と
る
義
務
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
は
、
か
か
る
措
置
を
執
る

こ
と
を
怠
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
道
路
は
、

被
告
の
管
理
の
瑕
疵
に
よ
り
、
道
路
と
し
て
通
常
有
す

べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

④
ア

被
告
は
、
本
件
事
故
は
、
A
が
本
件
道
路
の
重

量
制
限
及
び
車
幅
制
限
に
違
反
し
て
本
件
道
路
に

侵
入
し
高
速
で
保
護
路
肩
を
走
行
す
る
と
い
う
被

告
の
通
常
予
測
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
異
常
か
つ

無
謀
な
行
動
に
起
因
し
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
は
な
か
っ
た
旨

主
張
す
る
。

イ

し
か
し
、
認
定
判
断
の
と
お
り
、
そ
も
そ
も
A

が
保
護
路
肩
を
高
速
で
走
行
し
て
い
た
事
実
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
上
、
平
日
夕
方
の
時
間
帯

の
わ
ず
か
三
〇
分
の
間
に
、
本
件
事
故
現
場
を
大

型
貨
物
自
動
車
が
三
台
通
過
し
た
の
が
目
撃
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
う
ち

一
台
は
二
五
t
ク
ラ

ス
の
大
型
貨
物
自
動
車
で
あ
っ
て
、
本
件
道
路
の

重
量
制
限
及
び
車
幅
制
限
に
違
反
し
て
走
行
し
て

い
た
も
の
で
あ
り
、
う
ち
一
台
は
路
肩
通
行
制
限

に
違
反
し
て
本
件
道
路
の
路
肩
を
走
行
し
て
対
向

車
と
す
れ
違
っ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
毎
月

四
回
以
上
本
件
道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い

た
被
告
が
、
上
記
の
よ
う
な
車
両
の
通
行
状
況
を

知
ら
な
い
は
ず
は
な
い
か
ら
、
A
の
行
動
が
被
告

の
予
測
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
異
常
な
行
動
で
あ

る
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
故
の
発
生
が
A
の
異
常
か
つ
無

謀
な
運
転
に
よ
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
本
件

道
路
の
路
肩
部
分
の
崩
落
と
本
件
事
故
の
発
生
と
の
間
に

は
相
当
因
果
関
係
が
あ
る
。
控
訴
人
は
、
本
件
道
路
は
総

重
量
が
二
O
t
以
下
で
、
幅
が
二
･
三
m
以
下
の
車
両
の

通
行
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
狭
義
の
路
肩
は
原

則
と
し
て
車
両
の
通
行
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
、
保
護
路
肩
は
道
路
の
主
要
構
造
部
を
保
護
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
車
両
の
連
行
の
用
に
供
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
か
ら
、
本
件
道
路
は
、
本
来
の
用
法
に
従
っ

て
利
用
さ
れ
る
限
り
車
両
の
転
落
の
危
険
性
は
な
く
、
瑕

疵
は
な
い
旨
主
張
す
る
。



し
か
し
な
が
ら
、
道
路
構
造
令
二
条
一
二
号
は
、
路
肩

と
は
、
道
路
の
主
要
構
造
部
を
保
護
し
、
又
は
、
車
道
の

効
用
を
保
つ
た
め
に
、
車
道
、
歩
道
、
自
転
車
道
又
は
自

転
車
歩
行
者
道
に
接
続
し
て
設
け
ら
れ
る
帯
状
の
道
路
の

部
分
を
い
う
と
定
義
し
、
(車
両
制
限
令
二
条
七
号
も
同

旨
)、
路
肩
も
道
路
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い

る
と
こ
ろ
、
道
路
法
二
九
条
は
、
道
路
の
構
造
は
、
当
該

道
路
の
存
す
る
地
域
の
地
形
、
地
質
、
気
象
そ
の
他
の
状

況
及
び
当
該
道
路
の
交
通
状
況
を
考
慮
し
、
通
常
の
衝
撃

に
対
し
て
安
全
な
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
安
全
か
つ
円

滑
な
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
車
両
制
限
令
九
条
が
、
歩
道
、

自
転
車
道
又
は
自
転
車
歩
行
者
道
の
い
ず
れ
を
も
有
し
な

い
道
路
を
通
行
す
る
自
動
車
は
、
そ
の
車
輪
が
路
肩
に
は

み
出
し
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
し
、
ま
た
、
道
路
交
通
法

-七
条
一
項
本
文
が
、
車
両
は
、
歩
道
又
は
路
側
帯
と
車

道
の
区
別
の
あ
る
道
路
に
お
い
て
は
、
車
道
を
通
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
路

肩
が
道
路
と
し
て
の
安
全
性
を
備
え
な
く
て
も
よ
い
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
車
両
は
、
対
向
車
と
の
衝
突
の
危

険
を
回
避
す
る
な
ど
の
た
め
、
や
む
を
得
ず
路
肩
に
は
み

出
し
て
通
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
、か
つ
、

そ
の
こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
れ
る
事
態
で
あ
る
か
ら
路
肩

は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
お
け
る
車
両
の
通
行
の
安
全
性

を
確
保
で
き
る
程
度
の
構
造
･
強
度
を
備
え
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
記
の
と
お
り
、
被
控
訴
人
車
両
は
、

対
向
車
と
す
れ
違
う
た
め
本
件
道
路
の
路
肩
な
い
し
保
護

路
肩
に
乗
り
入
れ
た
と
こ
ろ
、
路
肩
及
び
保
護
路
肩
部
分

に
負
荷
が
か
か
り
、
対
向
車
と
す
れ
違
っ
た
後
に
車
道
に

復
帰
し
よ
う
と
し
た
際
、
車
両
の
重
量
に
耐
え
ら
れ
な
く

な
っ
た
路
肩
部
分
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
及
び
保
護
路
肩

が
崩
落
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
道
路
の
路
肩
は
、

上
記
の
よ
う
な
構
造
･
強
度
を
備
え
た
も
の
で
な
か
っ
た

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
前
記
の
と
お
り
、
道
路
法
四
七
条
一
項
は
、

道
路
と
の
関
係
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
車
両
の
幅
、
重

量
等
の
最
高
限
度
は
政
令
で
定
め
る
も
の
と
し
、
車
両
制

限
令
三
条
一
項
二
号
イ
に
よ
れ
ば
、
本
件
道
路
の
重
量
の

最
高
限
度
は
総
重
量
二
0
t
、
同
六
条
二
項
に
よ
れ
ば
、

車
両
の
幅
の
最
高
限
度
は
二
･
三
m
(車
道
の
幅
員
の
二

分
の
一
以
内
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
件
事
故
現
場

付
近
の
幅
員
は
四
･
六
な
い
し
四
･
九
m
)
で
あ
る
と
こ

ろ
、被
控
訴
人
車
両
の
本
件
事
故
当
時
の
総
重
量
は
二
0
、

八
四
〇
幣
、
車
幅
は
二
･
四
九
m
で
あ
っ
た
か
ら
、
被
控

訴
人
車
両
は
道
路
法
の
上
記
規
定
を
遵
守
し
て
い
な
か
っ

た
。
他
方
、
道
路
法
四
七
条
二
項
は
、
道
路
管
理
者
は
、

車
両
で
上
記
の
制
限
を
超
え
る
も
の
は
道
路
を
通
行
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、本
件
道
路
に
は
、

上
記
の
重
量
制
限
及
び
車
幅
制
限
を
表
示
し
た
道
路
標
識

は
設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
き
、
控
訴
人
は
、
重
量
制
限
及
び
車
幅
制

限
は
車
両
制
限
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
控

訴
人
が
道
路
標
識
に
よ
っ
て
明
示
す
る
必
要
は
な
い
旨
主

張
す
る
。
な
る
ほ
ど
、
道
路
法
四
七
条
の
四
が
道
路
管
理

者
に
道
路
標
識
の
設
置
を
命
じ
て
い
る
の
は
、
通
行
の
禁

止
又
は
制
限
の
措
置
を
探
る
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
で
あ

り
、
四
七
条
一
項
に
規
定
す
る
重
量
制
限
や
車
幅
制
限
の

場
合
に
つ
い
て
、
道
路
標
識
の
設
置
を
義
務
付
け
て
は
い

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
と
お
り
、
道
路
管
理
者

は
、
重
量
制
限
や
車
幅
制
限
を
超
え
る
車
両
を
通
行
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
制
限
を
遵
守
し
な

い
車
両
の
通
行
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
、
道
路
標
識
を

設
置
す
る
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
制
限
を
周
知
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
何
ら
の
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
こ

と
自
体
に
つ
い
て
も
道
路
管
理
の
瑕
疵
を
問
わ
れ
る
も
の

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
道
路
法
上
道

路
標
識
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
そ
の
こ
と
か
ら
当
然
に
道
路
管
理
上
の
瑕
疵
が
な
い

も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
前
記
認
定
の
と
お
り
、

本
件
道
路
は
ダ
ン
プ
街
道
と
呼
ば
れ
、
貨
物
を
積
載
し
た

大
型
車
両
に
よ
り
、
渋
滞
す
る
国
道
の
迂
回
路
と
し
て
頻

繁
に
利
用
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
車
両
は
、
対
向
車
と
す
れ
違

う
た
め
、
本
件
道
路
の
路
肩
部
分
に
乗
り
入
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
あ
り
、
控
訴
人
は
こ
れ
ら
の
事
実
を
認
識
し

て
い
た
も
の
と
帷
認
さ
れ
る
か
ら
、
控
訴
人
は
、
本
件
道

路
に
つ
い
て
、
道
路
標
識
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
上
記

の
重
量
制
限
及
び
車
幅
制
限
を
周
知
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ



た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
現
に
A
は
、
本
件
道
路
に
重
量

4

争
点
④

(過
失
の
有
無
及
び
割
合
)
に
つ
い
て

5

認
容
額

制
限
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
控
訴
人

A
は
、
本
件
道
路
を
月
に
数
回
通
行
し
て
い
た
か
ら
、

①
上
記
の

が
、
車
両
の
運
転
者
は
法
令
の
定
め
る
車
両
制
限
を
認
識

す
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
重
量
制
限
や
車
幅
制
限
を
超
え

る
車
両
は
国
道
を
通
行
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
本
件
事

故
の
発
生
に
つ
き
道
路
管
理
上
の
責
任
が
な
い
か
の
よ
う

に
い
う
の
は
失
当
で
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
で
あ
っ
て
、本
件
道
路
の
路
肩
部
分
は
、

車
両
が
対
向
車
と
す
れ
違
う
た
め
路
肩
部
分
に
乗
り
入
れ

た
場
合
、
崩
落
す
る
危
険
が
あ
っ
た
か
ら
、
道
路
と
し
て

通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
備
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で

き
ず
、
前
記
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
事
故
の
発
生
に

つ
い
て
は
、
被
控
訴
人
車
両
が
重
量
制
限
及
び
車
幅
制
限

を
遵
守
し
な
か
っ
た
こ
と
に
も
大
き
な
原
因
が
あ
っ
た
と

認
め
ら
れ
る
が
、
控
訴
人
は
道
路
標
識
を
設
置
す
る
な
ど

し
て
、
そ
の
制
限
を
周
知
さ
せ
る
何
ら
の
措
置
も
講
じ
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
道
路
の
設
置
管
理
に

は
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

ウ

よ
っ
て
、
被
告
の
上
記
主
張
を
採
用
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

③
よ
っ
て
、
被
告
に
つ
い
て
、
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕

疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

3

争
点
③

(本
件
事
故
に
よ
る

原
告
の
損
害
の
有
無
及
び
額
)
に
つ
い
て

【略
】

A
は
、
本
件
道
路
を
月
に
数
回
通
行
し
て
い
た
か
ら
、

本
件
道
路
の
路
面
の
状
況
、
通
行
車
両
の
状
況
等
を
熟
知

し
、
対
向
車
を
避
け
る
た
め
に
路
肩
に
寄
れ
ば
、
道
路
外

に
転
落
す
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
て
い
た

と
認
め
ら
れ
る
o
A
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幅
員

の
広
い
道
路
を
通
行
す
る
と
か
、
対
向
車
が
通
過
す
る
ま

で
、
安
全
な
場
所
で
停
車
す
る
な
ど
の
事
故
防
止
策
を
と

る
こ
と
な
く
、
大
型
貨
物
車
両
で
本
件
道
路
に
侵
入
し
、

保
護
路
肩
に
入
っ
て
徐
行
す
る
方
法
で
対
向
車
を
避
け
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
事
故
を
発
生
さ
せ
る
主
要

な
要
因
を
作
出
し
た
過
失
が
あ
る
。
ま
た
、
原
告
は
、
貨

物
自
動
車
に
よ
る
運
送
事
業
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
原
告

の
運
送
業
務
に
従
事
さ
せ
る
A
に
対
し
、
車
両
制
限
令
等

の
法
令
に
従
い
、
原
告
車
両
の
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

道
路
を
避
け
、
大
型
車
両
が
安
全
に
交
通
で
き
る
経
路
を

通
っ
て
原
告
車
両
を
走
行
さ
せ
る
よ
う
に
指
示
す
る
な
ど

の
適
切
な
指
導
を
行
う
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
た
と
い
う

べ
き
と
こ
ろ
、
原
告
は
、
そ
の
よ
う
な
義
務
を
怠
り
、
A

に
対
し
適
切
な
指
示
を
行
わ
ず
、
A
が
月
に
数
回
車
両
制

限
令
に
よ
り
通
行
を
禁
止
さ
れ
て
い
る
本
件
道
路
を
使
用

し
て
カ
ー
ボ
ン
の
輸
送
を
行
っ
て
い
た
の
を
放
置
し
て
い

た
過
失
が
あ
る
。
以
上
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
原
告
側

の
過
失
割
合
は
、
八
0
%
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

①
上
記
の
と
お
り
、
原
告
の
損
害
額
は
、
六
二
三
万
円

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
上
記
4
で
認
定
し
た

と
お
り
、
本
件
事
故
の
発
生
に
つ
い
て
は
原
告
側
に
も

八
0
%
の
過
失
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
で
こ
れ
を
過

失
相
殺
す
る
と
、
過
失
相
殺
後
の
原
告
の
損
害
額
は
一

二
四
万
円
と
な
る
。

@

ま
た
、
上
記
損
害
額
、
本
件
訴
訟
の
内
容
等
に
照
ら

し
、
本
件
事
故
と
相
当
因
果
関
係
の
あ
る
弁
護
士
費
用

は
一
五
万
円
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

③
よ
っ
て
、原
告
が
本
件
訴
訟
で
請
求
し
う
る
金
額
は
、

一
三
九
万
円
で
あ
る
。
な
お
、
仮
執
行
宣
言
は
、
相
当

で
な
い
の
で
付
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

6

結
論

よ
っ
て
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。



　　廓

も

の

き

　

　

れ

｢健
康
長
寿
な
福
井
｣
に
ア
ク
セ
ス
!

◆
東
京
勤
務
ー
･

東
京
勤
務
の
辞
令
に
驚
き
、
は
や

半
年
。
東
京
で
の
仕
事
、
生
活
に
も

徐
々
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。

ト
ン
ビ
会
は
じ
め
、
通
常
の
県
庁
生

活
で
は
出
会
う
は
ず
の
な
い
全
国
の

方
々
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

/

福
井
県
東
京
事
務
所

長
谷
川

義
則

き
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。

今
回
、
ト
ン
ビ
会
員
と
し
て
、
貴

重
な
誌
面
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
り
、
我
が
ふ
る
さ
と
福
井

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
健
康
長
寿
な
福
井
!

海
の
幸

･
山
の
幸
に
恵
ま
れ
た
福

井
県
は
、
県
民
の
平
均
寿
命
が
男
女

仲
良
く
全
国
二
位
と
い
う
、
全
国
に

誇
れ
る
健
康
長
寿
県
で
す

(図
1
･

2
)
0ま

た
、
全
国
的
に
少
子
化
が
進
行

…

歳
歳
歳
歳
歳
定

　
　
　
　

絨

縄
井
野
本
根
全
…

鞠

沖
幅
長
鹿
島

…資料/都遺舸漿捌′事命表ぐ翫増2年)

図 1 平均寿命の全国順位

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
本
県
の
合

計
特
殊
出
生
率
は
、
全
国
四
七
都
道

府
県
の
中
で
唯
一
前
年
を
上
回
り
、

全
国
第
二
位
の
一
･
四
七
と
な
っ
て

い
ま
す
。

私
事
で
す
が
、
我
が
家
も
典
型
的

な
福
井
の
家
族
構
成
で
、
三
世
代
の

七
人
家
族
で
す

(写
真
1
)。
単
身

赴
任
に
な
っ
た
今
、
改
め
て
健
康
長

寿
の
あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

で
は
、
ど
う
し
て
福
井
県
は

｢健

康
長
寿
｣
な
の
か
9
･

そ
の
謎
を
解
こ
う
と
各
種
デ
ー
タ

H7 H12　　
　

　

　癪
　

　
25

図 福井県平均寿命と全国順位の推移
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M

、議
緊濁
さ袰盪
j

豊
か
な
水
に
美
味
し
い
お
米

(コ
シ

前
ガ
ニ

(写
真
3
)
や
鯖
の
へ
し
こ

資
源
が
あ
り
ま
す
。

1 筆者の家族 (スキージャム勝山)

や
文
献
、
さ
ら
に
県
民
の
栄
養

･
健

康
面
等
の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
心
穏
や
か
な
環
境
、

充
実
し
た
医
療

･
福
祉
な
ど
の
要
因

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
食
に
関
す
る
正

し
い
知
識
を
身
に
付
け
よ
う
と

｢食

育
｣
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
を
ひ
も
解
く
と
、
｢食
育
｣
と

い
う
言
葉
は
明
治
時
代
以
降
｢体
育
｣

や

｢知
育
｣
と
並
ぶ
も
の
と
し
て
用

い
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
言
葉

は
福
井
市
出
身
の
医
師
、
石
塚
左
玄

が
使
い
始
め
た
そ
う
で
す
。

ご
存
じ
の
と
お
り
、福
井
県
に
は
、

写真5 エコグリーンツアー ･
紙すき体験

も

頚
ヒ
カ
リ
発
祥
の
地
!
)
、
辛
み
の
利

い
た
お
ろ
し
そ
ば

(写
真
2
)
、
越写真 2 越前おろしそば

(写
真
4
)
な
ど
、
｢健
康
長
寿
の
素
｣

と
言
う
べ
き
、
多
く
の
優
れ
た
地
域

本
県
で
は
、
こ
う
し
た
健
康
長
寿

と
優
れ
た
地
域
資
源
と
を
結
び
つ

け
、
｢
ふ
く
い
ブ
ラ
ン
ド
｣
を
創
設

し
、
大
い
に
P
R
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◆
ビ
ジ
ッ
ト
ふ
く
い
!

東
尋
坊

･
永
平
寺
に
代
表
さ
れ
る

観
光
地
に
つ
い
て
も
、
本
県
の
重
要

な
地
域
資
源
で
あ
り
、
｢ビ
ジ
ッ
ト

ふ
く
い
推
進
計
画
｣
を
平
成
一
六
年

に
策
定
し
、
観
光
行
政
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

自
然
、
文
化
、
食
、
産
業
な
ど
の

地
域
資
源
を
活
か
し
た
体
験
型
の
観

光
ツ
ア
ー

｢
エ
コ
･
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
｣
は
、
｢
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
｣

に
あ
こ
が
れ
る
都
市
圏
の
方
々
を
対

象
に
、都
会
で
は
味
わ
え
な
い
癒
し
、

自
然
を
活
用
し
た
農
林
漁
業
体
験
や

字

こ

　　

　　

　　

　　

　

‘

の

,z

‘

曲目

　

　
　

　

　　　

　

　
旬
の
味
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど

6　

を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
N
P
0

2

等
が
企
画
す
る

ニ

コ
･
グ
リ
ー
ン

微

ツ
ー
リ
ズ
ム
｣
を
県
が
支
援
す
る
こ

道

と
で
、
都
市
と
農
山
漁
村
の
交
流
を

銘



促
進
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

(写
真
5
)
。

◆
福
井
風
景
街
道
!

道
路
行
政
と
し
て
も
、
地
域
資
源

を
活
用
し
、
地
域
の
人
々
と
そ
の
地

を
訪
れ
る
人
々
が
楽
し
く
豊
か
に
交

流
で
き
る
仕
組
み
を
支
援
す
べ
く

｢
日
本
風
景
街
道
｣
が
、
国
土
交
通

省
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
県
か
ら
は
、
坂
井
市
三
国
町
の

｢三
国
湊
の
ま
ち

･
海

･
緑

･
そ
し

て
ひ
と
を
結
ぶ
み
ち
｣
と
若
狭
町
の写真6 風景街道現地調査

｢若
狭
熊
川

･
鯖
街
道
｣
の
二
ル
ー

ト
を
応
募
し
、
こ
の
う
ち

｢若
狭
熊

川
,
鯖
街
道
｣
に
つ
い
て
は
、
去
る

七
月
一
三
日
に

｢日
本
風
景
街
道
戦

略
会
議
｣
委
員
に
よ
る
視
察
が
行
わ

れ
ま
し
た

(写
真
6
)。
こ
の
鯖
街

道
は
、
古
く
か
ら
の
大
陸
文
化
の
玄

関
口
で
あ
る
若
狭
か
ら
京
都
へ
鯖
や

か
れ
い
な
ど
の
海
産
物
や
北
前
船
か

ら
陸
揚
げ
さ
れ
た
物
資
を
運
び
、
ま

た
京
都
か
ら
若
狭
へ
都
の
文
化
、
茶

や
雑
貨
な
ど
を
持
ち
帰
っ
た
街
道
で

あ
り
、若
狭
街
道
や
周
山
街
道
な
ど
、

小
浜
か
ら
京
へ
と
向
か
う
数
本
の
道

の
総
称
で
す

(図
3
)。
小
浜
で
一

塩
し
た
鯖
は
こ
れ
ら
の
道
を
通
っ
て

運
ば
れ
、
京
に
着
く
頃
に
は
ち
ょ
う

ど
良
い
塩
加
減
に
な
り
、
都
で
は
若

狭
の
一
塩
も
の
と
し
て
珍
重
さ
れ
た

と
い
い
ま
す
。
古
代
か
ら
租
税
や
海

産
物
が
都
へ
運
ば
れ
て
い
た
官
道
で

も
あ
り
、
若
狭
国
は
天
皇
の
食
物
を

献
上
す
る
国

｢御
食
国
｣
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
若
狭
に
は
、

京
、
古
く
は
奈
良
か
ら
都
の
文
化
が

伝
え
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
文
化

迪

町
へ抜ける
‐湊新撻乏｣!し淺晨
な葛西
刀

1
凪
ぐ
さ
きも
心
し
/
靜
r

巧でt

　
　
　
　
　　
　
　　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　　
　
　

　　
　　
　
　
　
　
　

≧
な
さ
ミ

"
"ゞ
絆
そテ
/

/

游
だ
が
巻
努
象

代か
らの鷁史がおり西淺江格につながる車
鵠な淺て
すう

さ
らに、事辱y春
決
の周の多数方蜂考慮ぇて
｢駿

馬桝迪
に至る選
や、小湊
から名
田庄村の損

中

熱峠をピ友超あり、桝郭中部定につな
がろ
｢閥

造行セ 2006 9 53

その内,戚
●畿んに利用･れ
れ迫
は、小寒かね上沖
町の門川

を
齪山
LT蕊
穴系
の朽木村
を
謎り
,京都
のま
町柳
に至
る

-衿荻街辺｣てず
これ圦体にも、多くの週があり1すが、この

沖で常蝉
への熾短拒絶をどろ峠滋ヒtて｢対畑越え
一があり、小

癪から灸川を桂山
‘報汽酷の今津に至る
｢九
脱字越え
も古

｢九
脱字越え
一も古

指狭
から
淺ばれた矧が蔽の鰹に

舟く挾には、も｣うピヱ“慮
れ棘

にな
りたとき◇われ,京郷の食
文

化
のやに、今
も
給
挟のゑが

孔丸を
“ます
しなお、著狡

の熱
は挽く兵庫娯の賤

‐も

山まてる
俊はれて

r
/
いま
tたぐ

指鉄★
ら市邨
へ至る多象の利逼で蜂国には.本来
それぞれ園

資の呼び名があります
が、遺年.歪ばれた約
薄の中て
一蛉｣が将

には目･人
有るにな
りハニ
ヒから、これらの巡を撚琳LT
｢鮎街

適
ーヒ呼ぶようになり手LたJ

図 3 鯖街道ルートマップ



と
し
て
根
づ
い
て
い
ま
す
。
鯖
街
道

は
、
古
来
よ
り
若
狭
と
都
を
結
ぶ
重

要
な
街
道
で
あ
り
、
食
と
文
化
が
行

き
交
う
道
で
あ
っ
た
の
で
す
。

図 4 福井県へのアクセスマップ

表 主要な交通基盤整備

薩区蟻達進愚繃纏辯幟
てし、と点起光

!
観
る
、図
口
を
開
化
玄
点
の
拠
井
度
福
高

北陸新幹線の整備促進
縮短問
!
時
ス魔、ア間で井分綿京時東2

舞鶴若狭自動車道の早期開通 鏑矯惣
卸
ク
間
野
賀
分
靭
即靜鰤

中部縦貫自動車道の早期開通 賄嚼崎嫁、クノ淵汐
大
崎撮鰄

名
1

◆
福
井
に
ア
ク
セ
ス
-
'

本
県
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
図
4
に

示
す
と
お
り
で
す
が
、
｢ビ
ジ
ッ
ト

ふ
く
い
｣
を
推
進
し
、
都
市
部
を
含

め
他
地
域
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た

め
に
も
交
通
基
盤
の
整
備
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

県
で
は
、
表
に
示
す
よ
う
に
ア
ク

セ
ス
改
善
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
福
井
に
し
か
な
い
味
･
体

験
を
楽
し
み
に
、
み
な
さ
ま
一
度
ふ

る
さ
と
福
井
に
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

鵺
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艦れ鬱⑭螂鱗

き

日
野
郡
の
｢歴
史
街
道
｣
と
｢愛
の
ト
ン
ネ
ル
｣

◆
は
じ
め
に

読
者
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
鳥
取

県
の
沢
田
と
申
し
ま
す
。
東
京
事
務

所
勤
務
と
な
り
約
一
年
半
の
月
日
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
国
交
省
の
方
々
に
日
頃
か
ら
大

変
お
世
話
に
な
り
つ
つ
、
地
方
自
治

体
の
一
職
員
と
し
て
、
と
ん
び
会
の

一
員
と
し
て
、
昼
夜
を
問
わ
ず
(?
)

切
磋
琢
磨
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。特

に
、本
省
道
路
局
の
皆
様
に
は
、

こ
の
誌
面
を
お
か
り
し
ま
し
て
、
日

頃
の
感
謝
の
意
と
心
か
ら
の
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

◆
鳥
取
県
日
野
郡

鳥
取
県
は
、
東
部

(鳥
取
市
等
)、

中
部

(倉
吉
市
等
)
及
び
西
部

(米

鳥
取
県
東
京
事
務
所

沢
田

道
彦

子
市
等
)
の
一
九
市
町
村
で
構
成

(平
成
の
大
合
併
前
は
三
九
市
町
村
)

さ
れ
て
お
り
、
青
く
澄
み
渡
る

｢日

本
海
｣
や
雄
大
な

｢大
山
｣
を
は
じ

め
と
す
る
山
々
な
ど
の
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
県
内
西

部
の
山
間
地
側
に
存
在
す
る
の
が

｢日
野
郡
｣
で
す

(図
1
)。

図 1 鳥取県日野郡の位置図

一
般
的
に
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
地
域
か
と
思
い
ま
す
が
、
鮎

や
渓
流
魚
を
好
む
釣
り
人
や
、
｢大

山
｣
や

｢日
野
川
｣
を
と
り
巻
く
自

然
風
景
を
愛
す
る
芸
術
家
や
、
松

茸
･
こ
う
た
け
香
茸
･
鮎

･
猪
肉

･

お
米
な
ど
ー
、
食
い
し
ん
坊
に
は
、

大
変
有
名
な
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
今
か
ら
六
年
前
の

｢鳥
取

県
西
部
地
震
｣
で
被
災
し
た
地
域
で

も
あ
り
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
ご
努

力
及
び
様
々
な
方
面
か
ら
の
ご
支
援

の
も
と
、
今
日
の
復
興
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
日
野
郡
で
す
が
、
個

人
的
に
皆
様
へ
特
に
紹
介
し
た
い

｢道
｣
に
関
す
る
郡
内
の
話
題
が
、

二
つ
有
り
ま
す
。

◆
出
雲
街
道

ま
ず
一
つ
め
の
話
題
は
、
日
野
郡

を
経
由
す
る

｢出
雲
街
道
｣
で
す
。

出
雲
街
道
は
、
島
根
県
の
松
江
か

ら
安
来
を
通
っ
て
、
鳥
取
県
の
伯
耆

に
入
り
、
日
野
郡
の
四
十
曲
峠
を

越
え
て
、
岡
山
県
の
美
作
に
入
り
、

津
山
を
通
過
し
て
、
兵
庫
県
姫
路
内

の
山
陽
道
に
至
る
全
長
二
一
〇
如
の

街
道
で
す

(図
2
)。

｢
日
野
郡
史
｣
に
よ
る
と
、
出
雲

方
面
か
ら
上
方
へ
向
か
う
際
、
江
戸

初
期
ま
で
は

｢富
田
街
道
｣
と
称
す

る
津
地
峠
越
え
の
道
が
利
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

西から東から



写真2 中祖の一里塚

図 3 間地峠の茶屋
(出雲街道の歴史を訪ねる会)

′ ← !次が
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尾
の
渡
し
ギ
　
　

箋
い
き
"

　
　　
　　

図 2 出雲街道の概要図

寛
永

一
五
年

(
一
六
三
人
)
に
、

松
平
直
政
が
松
江
藩
主
と
な
り
参
勤

交
代
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、間
地
峠
を
通
っ
て
根
雨
に
着
き
、

四
十
曲
峠
を
越
す
ル
ー
ト
が
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
寛
文
年

間

(
一
六
六
一
~

一
六
七
二
年
)
に

な
る
と
、
土
地
の
有
力
者
が
間
地
峠

を
修
理
し
、
中
安
井
の
地
に
渡
舟
を

作
っ
て
舟
場
と
称
し
、
ま
た
四
十
曲

峠
も
改
修
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ル

ー
ト
を

｢出
雲
街
道
｣
と
公
称
す
る

よ
う
に
な
っ
た
と
、
そ
の
名
称
の
起

こ
り
に
つ
い
て
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
出
雲
街
道
は
安
来
で
と
れ
た

ウ
ナ
ギ
を
生
き
た
ま
ま
京
都

･
大
阪

の
料
亭
に
運
ん
だ
道
で
も
あ
り
、
間

地
や
舟
場
の
集
落
に
は
ウ
ナ
ギ
を
休

ま
せ
た
ウ
ナ
ギ
井
手
や
池
が
あ
り
ま

し
た
。
京
都
･
大
阪
へ
お
よ
そ
一
週

間
で
ウ
ナ
ギ
を
運
ん
だ
そ
う
で
す
。

当
時
の

｢根
雨
宿
｣
(現
在
の
J

R
根
雨
駅
付
近
)
の
あ
た
り
は
、
現

在
も
江
戸
後
期
に
建
て
ら
れ
た
近
藤

家

(写
真
1
)
を
は
じ
め
と
す
る
屋
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敷
が
並
び
、
昔
を
偲
ぶ
街
道
風
景
が

見
ら
れ
ま
す
。
当
時
の

｢二
部
宿
｣

あ
た
り
の
峠
に
お
い
て
は
、
大
変
人

馬
の
往
来
が
激
し
く
茶
屋
が
大
繁
盛

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
地
元
住

民
が
中
心
と
な
っ
て

｢出
雲
街
道
の

歴
史
を
訪
ね
る
会
｣
を
結
成
し
、
当

時
の
茶
屋
を
復
活
さ
せ
て
昔
の
風
情

を
懐
か
し
む
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し

て
い
ま
す

(図
3
)。

ま
た
、
当
時
の

｢溝
口
宿
｣
あ
た

り
に
｢中
祖
の
一
里
塚
｣
跡
が
あ
り
、

昭
和
六
一
年
頃
ま
で
は
立
派
な
松
が

あ
り
ま
し
た
が
松
食
い
虫
に
よ
り
枯

れ
て
し
ま
い
、
残
念
な
が
ら
現
在
こ

の
姿
は
あ
り
ま
せ
ん

(写
真
2
)
。

今
の
時
代
に
こ
の
松
の
姿
が
あ
っ
た

ら
、
何
と
も
言
え
ぬ
風
情
を
感
じ
ら

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

◆
愛
の
通
学

(苦
塔
)
ト
ン
ネ
ル

二
つ
め
の
話
題
は
、
愛
の
通
学
ト

ン
ネ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る

｢苦
熔
ト

ン
ネ
ル
｣
に
つ
い
て
で
す
。

苦
裕
ト
ン
ネ
ル
は
、
日
野
郡
江
府

町
の
助
澤
地
内
に
位
置
し
、
国
道
四

八
二
号
の
上
下
二
つ
の
ト
ン
ネ
ル
の

う
ち
、
岡
山
方
面
へ
向
か
う
ト
ン
ネ

ル
を

｢苦
塔
隧
道
｣
、
も
う
一
方
を

｢苦
熔
第
二
ト
ン
ネ
ル
｣
と
称
さ
れ

て
い
ま
す

(図
4
)。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
が
築
か
れ
た
背
景

に
は
、
地
域
の
方
々
の
熱
き
思
い
が

隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
言
い
ま
す
の
も
、
本
ト
ン
ネ
ル

の
初
期
の
姿
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭

和
二
五
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
、

地
域
住
民
の
切
な
る
願
い
か
ら
皆
で

協
力
し
合
っ
て
、
ツ
ル
ハ
シ
や
ス
コ

ッ
プ
を
用
い
て
人
力
で
掘
り
上
げ
た

素
堀
り
ト
ン
ネ
ル

(幅

一
･
五
m
、

高
さ
二
m
、
延
長
二
〇
0
m
)
で
あ

り
ま
す
。

そ
の
後
の
段
階
的
な
拡
幅
工
事

で
、
昭
和
五
二
年
に
現
在
の
ト
ン
ネ

ル
の
姿
と
な
り
ま
し
た

(写
真
3
)。

そ
も
そ
も
、
何
故
危
険
を
冒
し
て

ま
で
も
人
力
で
掘
り
始
め
た
か
と
言

い
ま
す
と
、当
該
集
落
の
子
供
達
は
、

大
人
に
と
っ
て
も
急
な
｢苦
し
い
谷
｣

と
い
う
名
を
持
つ
苦
塔
の
峠
を
越
え

て
、
約
八
蹴
離
れ
た
米
沢
小
学
校
ま

　　/“
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図 4 苦塔トンネル位置図



で
通
っ
て
い
た
姿
を
見
か
ね
て
掘
る

決
意
を
固
め
た
そ
う
で
す
。
苦
熔
の

山
は
、
急
な
斜
面
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
黒
ボ
ク
が
堆
積
し
た
急
斜
箇
所

も
あ
り
、
特
に
雨
天
時
は
滑
り
や
す

く
危
険
で
あ
り
、
冬
場
に
は
一
m
以

上
の
積
雪
が
あ
る
地
域
で
あ
る
た

め
、
子
供
達
の
通
学
の
た
め
に
父
兄

が
よ
く
雪
踏
み
を
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

掘
削
手
順
に
に
つ
い
て
は
、
両
方

向
か
ら
掘
り
始
め
約
二
年
間
の
歳
月

を
要
し
て
、
よ
う
や
く
貫
通
さ
せ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
完
成
し
た
際
に

は
、
双
方
の

｢
肋
澤
｣
集
落
と

｢下
蚊
屋
｣
集
落
の
ど
ち
ら
の
名
称

を
ト
ン
ネ
ル
名
と
す
る
か
で
一
時
も

め
た
そ
う
で
す
が
、
二
つ
の
集
落
が写真 4 語り継ぐトンネル

協
力
し
て
築
い
た
ト
ン
ネ
ル
な
の

で
、
元
々
の
峠
の
名
前
を
用
い
て

｢苦
熔
隧
道
｣
と
名
付
け
た
そ
う
で

す
。
苦
労
し
た
者
同
士
で
あ
れ
ば
、

や
は
り
通
じ
合
え
る
も
の
で
す
ね
。

た
だ
、
双
方
向
か
ら
人
力
掘
削
を

し
た
結
果
、
中
央
部
で
約
三
m
の
段

差
が
生
じ
た
そ
う
で
す
。
個
人
的
な

所
感
と
し
て
は
、
そ
の
程
度
の
段
差

は
仕
方
の
な
い
こ
と
で
、
十
分
な
土

質
調
査
も
せ
ず
に
崩
落
事
故
も
な
く

貫
通
さ
せ
た
こ
と
に
賞
賛
の
拍
手
を

送
り
た
い
気
持
ち
で
す
。

当
時
の
人
力
で
築
か
れ
た
隧
道
の

姿
は
現
地
に
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
の
苦
熔
ト
ン
ネ
ル
の
話
は
、

｢愛
の
通
学
ト
ン
ネ
ル
｣
と
し
て
地

域
の
誇
り
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い

ま
す

(写
真
4
)。

道
路
が
繋
が
っ
て
い
な
い
県
庁
所
在

地
と
い
う
現
状
で
す
の
で
。

こ
の
よ
う
な
現
状
課
題
を
念
頭

に
、
日
頃
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る

の
で
す
が
、
今
回
の
よ
う
な
執
筆
の

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
改
め
て

｢道
｣
と
い
う
も
の
を
考
え
た
場
合
、

暮
ら
し
･
生
活
を
す
る
う
え
で
欠
か

せ
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
が
原
点
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
の

こ
と
に
加
え
て
各
々
の

｢道
｣
に
は

様
々
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
表
面
上
に
は
見
え
な
い
部
分
を

理
解
し
、
先
人
の
ご
苦
労
を
分
か
ち

合
う
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。以

上
、
少
々
脈
絡
の
な
い
話
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
鳥
取
県
内

に
は
皆
様
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
よ
う
な
知
的
文
化
財
産
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
鳥
取
県

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

5β 道行セ 2006,9

◆
お
わ
り
に

鳥
取
県
に
お
い
て
、
道
路
整
備
に

関
す
る
最
重
要
の
課
題
は
、
高
速
道

路

･
高
規
格
道
路
を
構
築
し
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
を
早
急
に
図
る
こ
と
で

す
。
何
せ
、
全
国
の
中
で
唯
一
高
速

↓

ン

禮

ト
ー写真 3 現在の昔塔トンネル



愛
川
線
に
お
け
る
穢
合
鞄
胛
D
M
施
策
の
取
組
み

相
模
原
市
都
市
部
都
市
交
通
計
画
課
主
幹

中
澤

昇

一

は
じ
め
に

神
奈
川
県
相
模
原
市
は
、
平
成
一
八
年
三
月
に
津
久
井

町
、
相
模
湖
町
と
合
併
し
、
"新
"
相
模
原
市
が
誕
生
し

た
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
T
D
M
社
会
実
験
の
計
画
か

ら
実
施
ま
で
旧
相
模
原
市
の
状
況
の
中
で
行
わ
れ
た
こ
と

か
ら
、
合
併
前
の
旧
相
模
原
市
の
ま
ま
で
の
報
告
と
さ
せ

て
頂
く
。

本
市
で
は
、
平
成
一
三
年
度
に
本
市
の
交
通
施
策
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る
｢相
模
原
市
総
合
都
市
交
通
計
画
｣

を
策
定
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
｢道
路
計
画
｣
、
｢公
共
交
通
計
画
｣
及

び

｢T
D
M
基
本
計
画
｣
の
三
つ
の
部
門
別
計
画
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
特
に
、
｢T
D
M
基
本
計
画
｣
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
限
ら
れ
た
財
政
の
中
で
増
え
続
け
る
自
動
車

交
通
を
円
滑
に
処
理
し
て
い
く
た
め
に
は
、
道
路
整
備
等

の
ハ
ー
ド
整
備
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
道

路
利
用
者
の
時
間
帯
や
経
路
の
変
更
、交
通
手
段
の
変
更
、

自
動
車
の
効
率
的
な
利
用
な
ど
、
新
た
な
ソ
フ
ト
施
策
と

し
て
｢T
D
M
基
本
計
画
｣
を
位
置
付
け
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
一
五
年
度
か
ら
、
｢
T
D
M
基
本
計
画
｣
に
基
づ

き
、
現
在
、
道
路
渋
滞
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

｢県
道

五
四
号
相
模
原
愛
川
｣
(通
称

…愛
川
線
)
に
お
い
て
、

地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
実
現
性
の
高
い
T
D
M
施
策
を
推

進
す
る
た
め
、
市
民
参
加
に
よ
る

｢T
D
M
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
｣
(以
下
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
)
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
平
成
一
六
年
度
に
は
、
学
識
経
験
者
、
道

路
管
理
者
、
警
察
、
事
業
者
等
の
専
門
家
か
ら
な
る

｢T

写真 1 ワークショップの様子

　微道



D
M
推
進
委
員
会
｣
(以
下
、
｢委
員
会
｣
と
い
う
)
を
設

置
し
、
｢
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
｣
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
愛

川
線
の
渋
滞
緩
和
等
を
目
指
し
T
D
M
施
策
の
推
進
や
導

入
に
向
け
た
社
会
実
験
の
実
施
な
ど
、
市
民
、
企
業
、
行

政
が
協
働
し
た
取
組
み
を
展
開
し
て
い
る

(写
真
1
、
図

1
)
。

二

相
模
原
市
の
概
況

相
模
原
市
は
神
奈
川
県
の
県
央
北
部
、
東
京
都
心
ま
で

約
四
〇
蝋
に
位
置
し
、人
口
六
二
万
人
の
中
核
市
で
あ
る
。

市
内
に
は
、
道
路
で
は
国
道
一
六
号
、
三
一九
号
、
四
一

三
号
が
、
鉄
道
で
は
J
R
横
浜
線
、
J
R
相
模
線
、
小
田

急
線
、
京
王
相
模
原
線
が
通
っ
て
お
り
、
東
京
方
面
や
横

浜
方
面
は
、
鉄
道
で
約
一
時
間
の
通
勤
圏
内
に
あ
る
。
ま

た
、
公
共
交
通
網
を
見
る
と
、
骨
格
的
な
道
路
や
鉄
道
が

市
の
外
縁
部
を
三
角
形
状
に
通
る
こ
と
か
ら
、
市
域
内
の

交
通
手
段
は
、
バ
ス
交
通
に
頼
っ
て
い
る

(図
2
･
3
)。
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上駐車が 路上駐車が
い 多い

上田名

　
　　

も
割
　
　
　

　　
　　
　　

回
問
ら

迂
時
な

へ
が
名
車
田
入
郷
進
い

水
の
多

右
な
に
が
線
ン
谷

一

冶
し
鍛
折
い ｢

1
事
I

｢
事
若
=

三

愛
川
線
に
お
け
る
課
題

愛
川
線
は
、
本
市
の
上
溝
地
区
と
愛
川
町
を
結
ぶ
主
要

地
方
道

(幅
員

二

六
m
)
で
、
沿
道
周
辺
の
土
地
利
用

は
、
商
業
と
住
宅
の
混
在
で
あ
る
が
、
本
市
と
愛
川
町
に

そ
れ
ぞ
れ
大
規
模
な
工
業
団
地
が
あ
る
こ
と
及
び
相
模
川

に
よ
り
橋
梁
区
間
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
り
や
す
く
、
朝

夕
の
通
勤
時
間
帯
を
中
心
に
交
通
渋
滞
が
著
し
い
路
線
で

あ
る
。
｢
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
｣
で
は
、
実
際
に
愛
川
線
の
渋
滞

問
題
に
直
面
し
て
い
る
地
域
の
住
民
の
方
や
企
業
、
P
T

A
、
自
治
会
な
ど
の
皆
さ
ん
の
参
加
に
よ
り

｢み
ち
歩
き

体
験
ツ
ア
ー
｣
を
実
施
し
、
愛
川
線
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
場
所
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
い
愛
川
線
の
課
題
図
と

し
て
整
理
し
た

(図
4
)。

四

機
会
的
な
T
D
M
社
会
実
験
の
嚢
施

T
D
M
社
会
実
験
の
実
施
に
あ
た
り
、
対
象
エ
リ
ア
が

約
四
如
と
長
い
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
約

一
〇

〇
件
に
も
及
ぶ
、
様
々
な
T
D
M
施
策
の
ア
イ
デ
ア
が
出

霊
さ
れ
た
o
こ
れ
ら
を
需
要
サ
イ
ド
の
施
策
と
し
て
、
交
通

獺
手
段
の
変
更
、
時
間
帯
の
変
更
、
経
路
の
変
更
、
自
動
車

線

の
有
効
利
用
等
に
、
ま
た
、
供
給
サ
イ
ド
の
施
策
と
し
て
、

　　　　　　　　愛

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消
、
既
存
道
路
の
有
効
活
用
、
交
通

4

結
節
点
の
整
備
及
び
安
全
対
策
等
に
分
類
･
整
理
し
、
委

図

員
会
で
の
意
見
･
調
整
を
経
て
、
愛
川
線
に
相
応
し
い
T

D
M
社
会
実
験
施
策
と
し
て

=
項
目
を
抽
出
し
、
複
合

的
な
T
D
M
社
会
実
験
を
実
施
し
た

(表
ー
、
図
5
)。

五

水
郷
田
名
地
区
に
お
け
る

流
入
制
限
と
速
度
抑
制
対
策

愛
川
線
に
お
け
る
社
会
実
験
で
は
、
一
一
項
目
の
様
々

な
施
策
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
中
で
本
稿
で
は
、
水
郷
田

名
地
区
に
お
け
る

｢右
折
禁
止
に
よ
る
住
宅
地
へ
の
流
入

制
限
｣
及
び

｢速
度
抑
制
対
策
｣
の
社
会
実
験
に
つ
い
て

報
告
さ
せ
て
頂
く

(図
5
⑧

･
⑨
)。

愛
川
線
に
隣
接
す
る
水
郷
田
名
地
区
は
、
渋
滞
時
に
抜

け
道
と
し
て
地
区
内
の
生
活
道
路
へ
多
く
の
通
過
車
両
が

流
入
し
、
通
学
路
に
お
け
る
児
童
の
安
全
確
保
や
地
区
内

を
連
行
す
る
路
線
バ
ス
の
定
時
性
確
保
等
の
問
題
を
抱
え

て
い
る
。
な
お
、
平
成
一
五
年
一
〇
月
か
ら
平
成
一
六
年

九
月
の
一
年
間
で
人
身
事
故
が
一
七
件
発
生
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
地
元
住
民
の
協
力
を
得
て
、
愛
川
線

の
渋
滞
時
に
抜
け
道
と
し
て
水
郷
田
名
地
区
の
生
活
道
路
に

流
入
す
る
車
両
を
制
限
す
る
と
と
も
に
、
イ
メ
ー
ジ
ハ
ン
プ
、

路
側
帯
の
カ
ラ
ー
化
、
イ
メ
ー
ジ
狭
さ
く
等
の
速
度
抑
制
対

策
を
実
施
し
、
地
区
内
の
安
全
性
･
快
適
性
の
向
上
を
図
る

目
的
で
社
会
実
験
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
地
区
は
国
土
交
通
省
の
｢歩
行
者
の
安
全
性

と
交
通
利
便
性
の
両
立
を
目
指
す
広
域
的
施
策
実
験
｣
の

｢く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
｣
の
社
会
実
験
に
地
区
登
録
を

行
っ
て
同
省
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た

(図
6
)。

驫



表 1 11項目の社会実験施策

施策の分類 社会実験施策 実施内容

交通手段の変更

①鉄道との乗継利便性向上
朝 ･夜の時間帯に路線バスを増便し、鉄道駅との利便性
の向上を図るとともに、バス ･鉄道共同時刻表を配布す
る。

②共同通勤バスの運行
企業間での合同社員バスを巡行することにより、従業員
のマイカー通勤から、公共交通機関への利用転換を図
る。

時間帯の変更
経路の変更
自動車の有効利用等

③市職員の出勤時間等の変更
愛川線やその周辺の道路を利用している職員も多いこと
から、時差出勤等による市職員の出勤時間を調整するこ
とにより、道路混雑の分散を図る。

ボトルネックの解消
既存道路の有効活用

④右折レーンの延長 交差点の右折レーンの滞留長を延長することにより、直
進交通の流れを円滑にし交通環境の改善を図る。

⑤信号調整 信号時間を調整することにより、渋滞の緩和を図る。

⑥違法駐車対策 社会実験に併せ違法駐車の取り締まりを強化し、道路容
量の有効利用を図る。

交通結節点の整備 ⑦サイクル& バスライド
バス停付近に自転車駐輪場を整備し、サイクル& バスラ
イドを実施し、バスへの利用転換を図る。

安全対策、環境整備等

⑧時間帯による右折禁止 、 愛提鱗涎無鰐囃嬬開瓣髪と礎鞭名盪窕
の安全性 ･快適性の向上を図る。

⑧速度抑制対策、 、
灘鰡翅左為解脣齢巍縦鰹塑襲雛
会い頭の事故等を防止するご 、 、

⑩バス停にベンチを設置
バス待ち利用者の利便性向士を図るため、バス停にペン
チを設置する。

⑪歩行者空間の魅力アップ

歩道の清掃や緑化など、道路の美化迎動を推進し、自転
車や歩行者にとって、安全で快適な歩道空間の創出を図
るとともに、環境問題の改善を意識した自動車の利用を
見直すキッカケづくりを行う。

ん ぞ ~ ぜ、対し獺聴きぎ翁もみ鰯 赴き滝蒸気ん髭 礎“坪野をゞなか炎/　 　　　 　
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‘
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図 5
社会実験位置図
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①鉄道との乗総利便性向上

②共同通勤バスの連行

③市職員の出勤時間等の変更

④右折レーンの延長

⑤信号調整

⑥違法駐車対策

7サイクル&バスライド

⑩バス停にベンチ設置

⑪歩行空間の魅力アップ

ころ -湿雪クニユマ ハ^ 乙̂八



l社会実験の様子 -

写真2 路線バスの増便 写真 3 共同企業バスの増便 写真 4 サイクル & バスライド

写真 5 しろ坂の右折禁止 写真6 速度抑制対策A 写真 7 速度抑制対策B 写真 8 告知看板

　　　　　　　　　　
　　　 　

　　　　 　

写真 9 歩道への花植 写真10 バス停にベンチ設置 写真 = 広報車による P R

写真12 実験前 写真f3 実験中

右折禁止の交通規制 ‐ 謎酢 ‐

朝 7 時~ 8 時まで
(路線バスを除く)

写真14 路側帯のカラー舗装

イメージ狭さく

写真17 交差点クロスマーク
3 カ所

6 イメージハンプ 2 カ所

図 6 水郷田名地区における社会実験



表 2 実験結果

実験施策 実験内容等 実験結果 今後の取組み方針

右折禁止による
流入制限

○実験期謝
平成18年 1月23日 (月) ~ 27日 (金)
0 時間 :朝7時~ 8時
○場所 :しろ坂交差点
○実験内容
上溝方面から水郷田名地区への右折禁止によ
る交通規制を実施した。
･規制看板の設置
･矢印板、ポストコーンの設置
･交通整理劉こよる誘導
○調査内容
･自動車交通量調査
-旅行時間調査

0自動車交通量
実験前よ、劉=線から水郷田名地区へ約
350台/時の交通量 (全体の約50% ) が流
入していたが、実験中は、右折禁止規制
の実施こより、 10台と大幅に減少した。
また7時台の地区内交通量ま244台から47
台と約200台減少した。
0旅行時間
7時台における、しろ坂交差点から高田
橋際交差点までの旅行時間が実験前と比
べ、約5分短縮した。

しろ坂交差点とこおける右折禁止の交通
規制は、水郷田名地区内への流入交通
量の削減と安全性、円滑性の向上に効
果が大割 にとが判明した。
一方で、右折禁止を本格導入した場合
に地区内住民等の移動に支障が出る恐
れもあることから、交通管理者、地元
住民、行政等で規制時間帯、規制方法
等について、今後、十分な協議を行っ
て行くことが必要である。

速度抑制対策 ○実験期間
平成18年 l月23日 (月) ~ 27日 (金)
0時間:終日
0場所:水郷田名地区内道路 (7ヵ所)
○実験内容
歩行者の安全確保、交差点等における事故防
止を目指し、速度抑制対策等を実施した。
･イメージハンブの設置 (2カ所)
･イメージ狭さくの設置
･交差点クロスマークの設置 (3ヵ所)
･路側帯のカラー舗装
○調査内容 :走行速度調査

○走行速度
･イメージハンプについては、実験前 :
約45kmnn lから実験中 :約43km /hと 2
kーn/h程度の減速まあったが明確な減速ま
見られなかった (7時~ 潮時平均。 )
･イメージ狭さくについては、実験前 :
約46km /hから実験中 藤総5km /hと
11km /hの減速があり、効果が大きいこと
が分かった (7時~ 8時平均)。

住宅地等での自動車の走行速度の抑制
は、安全性、快適性の向上に有効であ
り、特にイメージ狭さくについては、
実験結果からも減速効果が大きいこと
が分かった。このため、本地区だけで
なく、その他の箇所についても、交通
管理者、道路管理者、地元住民の意向
を踏まえて設置を検討する。

備 考

○複合繭な社会実験の全体状況を把握するため、上演駅から高田橋までの旅行時間調査を行った結果、朝の混雑時において実験
前は約30分であったが兜験中【嫌秘2ク}と最大8分短縮された。
0しろ坂で右折禁止の交通規制を実施するにあたり、しろ坂を右折できない車両が愛-l線へ溢れ、麹l線の上演方面からの渋滞
が大きくなることが懸念されたため、高田橋際交差点の信号調整 (愛川線側の青時間を延長)も併せて行った.

六

実
験
結
果
と
今
後
の
取
組
み
方
針

水
郷
田
名
地
区
に
お
け
る

｢右
折
禁
止
に
よ
る
住
宅
地

へ
の
流
入
制
限
｣
及
び

｢速
度
抑
制
対
策
｣
の
実
験
結
果

と
本
格
実
施
に
向
け
た
今
後
の
取
組
み
方
針
を
整
理
す
る

と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る

(表
2
)。

七

本
格
実
施
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

本
稿
で
は
、
本
市
の
T
D
M
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
、

愛
川
線
で
の
社
会
実
験
の
報
告
を
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
社

会
実
験
は
あ
く
ま
で
T
D
M
施
策
を
実
現
す
る
た
め
の
一

つ
の
課
程
で
あ
り
、
単
に
社
会
実
験
の
た
め
の
取
組
み
で

終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
何
に
も
な
ら
な
い
。

愛
川
線
の
渋
滞
に
よ
る
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
は
、
社
会
実
験
後
の
取
組
み
が
大
切
で
あ
り
、
社
会
実

験
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
持
続
性
の
あ
る
T
D
M
施
策
の
取

組
み
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
本
格
実
施
に
向
け
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を

行
う
た
め
、
関
係
機
関
、
地
元
住
民
、
行
政
等
に
よ
る
推

進
組
織
と
し
て
｢愛
川
線
T
D
M
推
進
会
議
｣
を
設
置
し
、

本
格
実
施
に
向
け
た
課
題
の
整
理
、
事
業
調
整
や
取
組
み

の
進
行
管
理
等
を
行
っ
て
い
く

(図
7
)。



八

お
わ
り
に

本
市
で
実
施
し
た
初
め
て
の
T
D
M
社
会
実
験
を
通
し

て
、
市
民
･
企
業

･
行
政
が
協
働
し
て
T
D
M
施
策
を
推

進
す
る
キ
ッ
カ
ケ
づ
く
り
は
出
来
た
が
、
T
D
M
施
策
を

本
格
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
だ
多
く
の
課
題
が
あ

る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

渋
滞
緩
和
対
策
に
留
ま
ら
ず
環
境
問
題
等
を
考
え
る

時
、
マ
イ
カ
ー
利
用
を
控
え
、
公
共
交
通
機
関
へ
の
利
用

転
換
の
必
要
性
は
頭
で
は
解
っ
て
い
て
も
、
い
ざ
実
行
に

移
す
の
は
非
常
に
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
マ
イ
カ
ー
利
用
か
ら
公
共
交
通
機
関
利
用

へ
と
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
変
革
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
広
く
市
民
に
T
D
M
施
策
を
P
R
し
て

行
く
と
と
も
に
、
学
校
や
職
場
で
の
学
習
や
普
及
･
啓
発

活
動
等
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
市
民
の
身
近
な
公
共
交
通

(本
市
に
お
い
て
は

バ
ス
交
通
)
の
利
便
性
を
高
め
、
市
民
自
ら
が
進
ん
で
公

共
交
通
を
利
用
で
き
る
都
市
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、

｢車
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
｣
か
ら

｢車
に
過
度
に
依
存
し

な
い
ま
ち
づ
く
り
｣
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
関
係
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

現
在
、
愛
川
線
で
は
T
D
M
の
推
進
と
と
も
に
、
上
田
名

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
や
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い

る
高
田
橋
際
交
差
点
の
改
良
検
討
、
P
T
P
S

(公
共
車

両
優
先
シ
ス
テ
ム
)
、
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の

導
入
検
討
等
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
｢車
に
過
度
に
依
存

し
な
い
ま
ち
づ
く
り
｣
へ
の
取
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

協
働
･
連
携

･
市
民

･
関
係
機
関

･
行
政

7 フオローアップ体制

愛
川
線
T
D
M
推
進
会
議

･
課
題
の
整
理

･
事
業
調
整

･
進
行
管
理
等

本

格

実

施




